
○
厚
生
労
働
省
令
第
百
五
十
九
号

確
定
拠
出
年
金
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
八
年
法
律
第
六
十
六
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
及
び
関
係
法
令
の

規
定
に
基
づ
き
、
確
定
拠
出
年
金
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
厚
生
労
働
省
関
係
省
令
の
整
備
等
及
び
経
過

措
置
に
関
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
八
年
十
月
五
日

厚
生
労
働
大
臣

塩
崎

恭
久

確
定
拠
出
年
金
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
厚
生
労
働
省
関
係
省
令
の
整
備
等
及
び
経
過
措
置
に
関

す
る
省
令

目
次第

一
章

厚
生
労
働
省
関
係
省
令
の
整
備
等
（
第
一
条
―
第
五
条
）

第
二
章

経
過
措
置
（
第
六
条
・
第
七
条
）

附
則

第
一
章

厚
生
労
働
省
関
係
省
令
の
整
備
等



（
確
定
拠
出
年
金
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
一
条

確
定
拠
出
年
金
法
施
行
規
則
（
平
成
十
三
年
厚
生
労
働
省
令
第
百
七
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

目
次
中
「
第
二
十
二
条
」
の
下
に
「
・
第
二
十
二
条
の
二
」
を
加
え
る
。

第
二
条
第
一
項
中
「
厚
生
年
金
保
険
の
被
保
険
者
」
を
「
第
一
号
等
厚
生
年
金
被
保
険
者
」
に
改
め
る
。

第
三
条
第
一
項
第
二
号
ロ
中
「
厚
生
年
金
保
険
の
被
保
険
者
」
を
「
第
一
号
等
厚
生
年
金
被
保
険
者
」
に
改
め
、
同
項
第

三
号
中
「
、
第
七
十
条
第
二
項
第
二
号
」
を
削
り
、
同
項
第
六
号
中
「
厚
生
年
金
保
険
の
被
保
険
者
」
を
「
第
一
号
等
厚
生

年
金
被
保
険
者
」
に
改
め
る
。

第
四
条
第
一
項
第
一
号
ロ
中
「
個
人
別
管
理
資
産
額
」
の
下
に
「
（
当
該
企
業
型
年
金
に
係
る
も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の

条
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
を
加
え
、
同
号
ハ
中
「
、
個
人
別
管
理
資
産
」
の
下
に
「
（
当
該
企
業
型
年
金
に
係
る
も
の
に
限

る
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
を
加
え
る
。

第
四
条
の
二
の
次
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。

（
企
業
型
年
金
規
約
の
閲
覧
）

第
四
条
の
三

企
業
型
年
金
規
約
の
内
容
が
、
電
磁
的
方
法
（
電
子
的
方
法
、
磁
気
的
方
法
そ
の
他
の
人
の
知
覚
に
よ
っ
て



認
識
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
方
法
を
い
う
。
第
二
十
一
条
を
除
き
、
以
下
同
じ
。
）
に
よ
り
記
録
さ
れ
、
当
該
記
録
が
必

要
に
応
じ
電
子
計
算
機
そ
の
他
の
機
器
を
用
い
て
直
ち
に
表
示
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
備
え
置
か
れ
る
と
き

は
、
当
該
記
録
の
備
置
き
を
も
っ
て
法
第
四
条
第
四
項
の
企
業
型
年
金
規
約
の
備
置
き
に
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の

場
合
に
お
い
て
、
事
業
主
は
、
当
該
記
録
が
滅
失
し
、
又
は
損
傷
す
る
こ
と
を
防
止
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
じ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
連
合
会
へ
の
通
知
事
項
）

第
四
条
の
四

法
第
四
条
第
五
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

法
第
三
条
第
三
項
第
七
号
の
三
に
掲
げ
る
事
項
を
定
め
た
規
約
に
つ
い
て
同
条
第
一
項
の
承
認
を
受
け
た
事
業
主
の

名
称
及
び
住
所

二

厚
生
労
働
大
臣
が
法
第
三
条
第
一
項
の
承
認
を
し
た
年
月
日
及
び
そ
の
承
認
を
受
け
た
規
約
に
基
づ
く
企
業
型
年
金

を
実
施
す
る
年
月
日

三

前
二
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
個
人
型
年
金
規
約
で
定
め
る
事
項

２

前
項
の
規
定
は
、
法
第
五
条
第
一
項
の
変
更
の
承
認
の
申
請
に
つ
い
て
準
用
す
る
。



第
五
条
第
一
項
第
一
号
中
「
（
事
業
主
の
増
加
に
係
る
場
合
を
除
く
。
）
」
を
削
り
、
同
項
第
二
号
中
「
（
実
施
事
業
所

又
は
船
舶
所
有
者
の
増
加
に
係
る
場
合
を
除
く
。
）
」
を
削
り
、
同
項
第
十
一
号
中
「
及
び
第
七
号
の
二
」
を
「
か
ら
第
七

号
の
三
ま
で
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
第
一
号
中
「
減
少
」
を
「
増
加
及
び
減
少
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
船
舶
所
有

者
の
減
少
」
を
「
船
舶
の
増
加
及
び
減
少
」
に
改
め
る
。

第
六
条
第
一
項
第
一
号
ロ
、
第
五
号
及
び
第
六
号
並
び
に
第
七
条
第
一
項
第
二
号
中
「
厚
生
年
金
保
険
の
被
保
険
者
」
を

「
第
一
号
等
厚
生
年
金
被
保
険
者
」
に
改
め
、
同
項
に
次
の
三
号
を
加
え
る
。

三

事
業
主
の
増
加
に
係
る
場
合
は
、
当
該
増
加
す
る
事
業
主
が
厚
生
年
金
適
用
事
業
所
の
事
業
主
に
該
当
す
る
こ
と
を

明
ら
か
に
す
る
書
類

四

実
施
事
業
所
又
は
船
舶
の
増
加
に
係
る
場
合
は
、
当
該
増
加
す
る
実
施
事
業
所
又
は
船
舶
が
厚
生
年
金
適
用
事
業
所

に
該
当
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
書
類

五

事
業
主
又
は
実
施
事
業
所
若
し
く
は
船
舶
の
増
加
に
係
る
場
合
は
、
第
一
号
等
厚
生
年
金
被
保
険
者
の
過
半
数
で
組

織
す
る
労
働
組
合
が
あ
る
と
き
は
当
該
労
働
組
合
、
当
該
第
一
号
等
厚
生
年
金
被
保
険
者
の
過
半
数
で
組
織
す
る
労
働

組
合
が
な
い
と
き
は
過
半
数
代
表
者
と
事
業
主
と
の
間
の
協
議
の
経
緯
を
明
ら
か
に
す
る
書
類



第
十
一
条
第
十
項
中
「
第
十
五
条
第
一
項
第
十
三
号
及
び
第
十
四
号
」
を
「
第
十
五
条
第
一
項
第
十
二
号
及
び
第
十
三
号

」
に
改
め
る
。

第
十
五
条
第
一
項
各
号
列
記
以
外
の
部
分
中
「
事
項
は
、
」
の
下
に
「
当
該
企
業
型
記
録
関
連
運
営
管
理
機
関
等
の
行
う

記
録
関
連
業
務
に
係
る
」
を
加
え
、
同
項
第
三
号
中
「
企
業
型
年
金
加
入
者
等
が
、
他
の
企
業
型
年
金
の
企
業
型
年
金
加
入

者
等
又
は
個
人
型
年
金
加
入
者
等
で
あ
っ
た
」
を
「
法
第
四
章
の
規
定
に
よ
り
他
の
企
業
型
年
金
又
は
個
人
型
年
金
か
ら
個

人
別
管
理
資
産
の
移
換
が
行
わ
れ
た
」
に
改
め
、
「
年
月
日
」
の
下
に
「
並
び
に
当
該
資
産
の
移
換
が
行
わ
れ
た
年
月
日
、

移
換
額
、
事
業
主
へ
の
返
還
資
産
額
そ
の
他
移
換
に
関
す
る
事
項
」
を
加
え
、
同
項
第
十
一
号
を
削
り
、
同
項
第
十
二
号
中

「
算
入
さ
れ
た
期
間
」
の
下
に
「
並
び
に
当
該
算
入
さ
れ
た
期
間
の
開
始
年
月
及
び
終
了
年
月
」
を
加
え
、
同
号
を
同
項
第

十
一
号
と
し
、
同
項
第
十
三
号
を
同
項
第
十
二
号
と
し
、
同
項
第
十
四
号
を
同
項
第
十
三
号
と
し
、
同
項
に
次
の
四
号
を
加

え
る
。

十
四

第
二
十
二
条
の
二
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
提
供
さ
れ
た
記
録
の
内
容

十
五

第
六
十
九
条
の
二
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
提
供
さ
れ
た
記
録
の
内
容

十
六

第
七
十
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
提
供
さ
れ
た
記
録
の
内
容



十
七

第
七
十
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
通
知
さ
れ
た
内
容

第
十
五
条
第
四
項
中
「
（
電
子
的
方
法
、
磁
気
的
方
法
そ
の
他
人
の
知
覚
に
よ
っ
て
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
方
法
を

い
う
。
以
下
同
じ
。
）
」
を
削
る
。

第
二
十
一
条
の
見
出
し
中
「
通
知
事
項
」
を
「
通
知
事
項
等
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

十

第
十
五
条
第
一
項
第
二
号
及
び
第
三
号
（
他
の
企
業
型
年
金
の
企
業
型
年
金
加
入
者
等
又
は
個
人
型
年
金
加
入
者
等

の
資
格
の
取
得
及
び
喪
失
の
年
月
日
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
に
掲
げ
る
事
項
並
び
に
今
期
日
に
お
け
る
法
第
三
十
三

条
第
一
項
の
通
算
加
入
者
等
期
間
（
当
該
企
業
型
記
録
関
連
運
営
管
理
機
関
等
が
行
う
記
録
関
連
業
務
に
係
る
部
分
に

限
る
。
）

第
二
十
一
条
に
次
の
五
項
を
加
え
る
。

２

法
第
二
十
七
条
の
規
定
に
よ
る
通
知
は
、
書
面
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

３

企
業
型
記
録
関
連
運
営
管
理
機
関
等
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
書
面
に
よ
る
通
知
に
代
え
て
、
当
該
企
業
型
年
金
加
入

者
等
の
承
諾
を
得
て
、
第
一
項
に
掲
げ
る
通
知
す
べ
き
事
項
を
次
に
掲
げ
る
方
法
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
電
磁
的
方

法
」
と
い
う
。
）
に
よ
り
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
。



一

電
子
情
報
処
理
組
織
（
企
業
型
記
録
関
連
運
営
管
理
機
関
等
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
と
、
企
業
型
年
金
加
入
者

等
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
と
を
電
気
通
信
回
線
で
接
続
し
た
電
子
情
報
処
理
組
織
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
を
使

用
す
る
方
法
の
う
ち
イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
も
の

イ

企
業
型
記
録
関
連
運
営
管
理
機
関
等
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
と
企
業
型
年
金
加
入
者
等
の
使
用
に
係
る
電
子

計
算
機
と
を
接
続
す
る
電
気
通
信
回
線
を
通
じ
て
送
信
し
、
受
信
者
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
に
備
え
ら
れ
た
フ

ァ
イ
ル
に
記
録
す
る
方
法

ロ

企
業
型
記
録
関
連
運
営
管
理
機
関
等
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
に
備
え
ら
れ
た
フ
ァ
イ
ル
に
記
録
さ
れ
た
書
面

に
よ
り
通
知
す
べ
き
事
項
を
電
気
通
信
回
線
を
通
じ
て
企
業
型
年
金
加
入
者
等
の
閲
覧
に
供
し
、
当
該
企
業
型
年
金

加
入
者
等
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
に
備
え
ら
れ
た
フ
ァ
イ
ル
に
当
該
事
項
を
記
録
す
る
方
法
（
第
五
項
の
規
定

に
よ
る
承
諾
又
は
第
六
項
の
規
定
に
よ
る
申
出
を
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
企
業
型
記
録
関
連
運
営
管
理
機
関
等
の

使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
に
備
え
ら
れ
た
フ
ァ
イ
ル
に
そ
の
旨
を
記
録
す
る
方
法
）

二

磁
気
デ
ィ
ス
ク
等
を
も
っ
て
調
製
す
る
フ
ァ
イ
ル
に
書
面
に
よ
り
通
知
す
べ
き
事
項
を
記
録
し
た
も
の
を
交
付
す
る

方
法



４

前
項
に
掲
げ
る
方
法
は
、
企
業
型
年
金
加
入
者
等
が
フ
ァ
イ
ル
へ
の
記
録
を
出
力
す
る
こ
と
に
よ
り
書
面
を
作
成
す
る

こ
と
が
で
き
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５

企
業
型
記
録
関
連
運
営
管
理
機
関
等
は
、
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
第
一
項
に
掲
げ
る
通
知
す
べ
き
事
項
を
提
供
し
よ
う

と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
当
該
企
業
型
年
金
加
入
者
等
に
対
し
、
第
三
項
に
掲
げ
る
電
磁
的
方
法
の
う
ち
当
該
企

業
型
記
録
関
連
運
営
管
理
機
関
等
が
使
用
す
る
も
の
及
び
フ
ァ
イ
ル
へ
の
記
録
の
方
式
を
示
し
、
書
面
又
は
電
磁
的
方
法

に
よ
る
承
諾
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

６

前
項
の
規
定
に
よ
り
企
業
型
年
金
加
入
者
等
の
承
諾
を
得
た
企
業
型
記
録
関
連
運
営
管
理
機
関
等
は
、
当
該
企
業
型
年

金
加
入
者
等
か
ら
書
面
又
は
電
磁
的
方
法
に
よ
り
電
磁
的
方
法
に
よ
る
提
供
を
受
け
な
い
旨
の
申
出
が
あ
っ
た
と
き
は
、

当
該
企
業
型
年
金
加
入
者
等
に
対
し
、
第
一
項
に
掲
げ
る
通
知
す
べ
き
事
項
の
提
供
を
電
磁
的
方
法
に
よ
っ
て
し
て
は
な

ら
な
い
。
た
だ
し
、
当
該
企
業
型
年
金
加
入
者
等
が
再
び
前
項
の
規
定
に
よ
る
承
諾
を
し
た
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

第
一
章
第
五
節
中
第
二
十
二
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
老
齢
給
付
金
の
裁
定
の
請
求
等
）

第
二
十
二
条
の
二

法
第
三
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
老
齢
給
付
金
の
支
給
の
請
求
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を



記
載
し
た
請
求
書
を
企
業
型
記
録
関
連
運
営
管
理
機
関
等
に
提
出
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
行
う
も
の
と
す
る
。

一

氏
名
、
性
別
、
生
年
月
日
及
び
基
礎
年
金
番
号

二

前
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
企
業
型
年
金
規
約
で
定
め
る
事
項

２

前
項
の
請
求
書
に
は
、
戸
籍
の
謄
本
若
し
く
は
抄
本
又
は
生
年
月
日
に
関
す
る
市
町
村
長
（
特
別
区
の
区
長
を
含
む
も

の
と
し
、
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
五
十
二
条
の
十
九
第
一
項
の
指
定
都
市
に
あ
っ
て

は
、
区
長
又
は
総
合
区
長
。
以
下
同
じ
。
）
の
証
明
書
そ
の
他
の
生
年
月
日
を
証
す
る
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

３

法
第
三
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
老
齢
給
付
金
の
支
給
の
請
求
（
同
項
各
号
に
掲
げ
る
者
の
う
ち
、
当
該
請
求
を

受
け
た
企
業
型
記
録
関
連
運
営
管
理
機
関
等
が
有
す
る
同
項
の
通
算
加
入
者
等
期
間
の
算
定
の
基
礎
と
な
る
期
間
が
当
該

各
号
に
定
め
る
年
数
又
は
月
数
未
満
で
あ
る
も
の
か
ら
の
請
求
に
限
る
。
）
を
受
け
た
企
業
型
記
録
関
連
運
営
管
理
機
関

等
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
当
該
企
業
型
記
録
関
連
運
営
管
理
機
関
等
以
外
の
記
録
関
連
運
営
管
理
機
関
等
（
企
業
型
記

録
関
連
運
営
管
理
機
関
等
又
は
個
人
型
記
録
関
連
運
営
管
理
機
関
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
又
は
連
合
会
に
対
し
、
当
該

各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
内
容
と
す
る
当
該
老
齢
給
付
金
の
裁
定
に
必
要
な
記
録
の
提
供
を
求
め
る
も
の
と
す
る
。



一

当
該
請
求
者
に
係
る
記
録
関
連
業
務
を
行
う
企
業
型
記
録
関
連
運
営
管
理
機
関
等

当
該
請
求
者
の
氏
名
並
び
に
当

該
者
に
係
る
第
十
五
条
第
一
項
第
一
号
、
第
二
号
、
第
三
号
（
法
第
四
章
の
規
定
に
よ
り
個
人
別
管
理
資
産
の
移
換
が

行
わ
れ
た
他
の
企
業
型
年
金
又
は
個
人
型
年
金
の
資
格
の
取
得
及
び
喪
失
の
年
月
日
の
部
分
に
限
る
。
）
、
第
七
号
、

第
八
号
（
法
附
則
第
二
条
の
二
及
び
第
三
条
の
規
定
に
よ
る
脱
退
一
時
金
を
支
給
し
た
年
月
日
の
部
分
に
限
る
。
）
、

第
十
一
号
（
資
産
又
は
脱
退
一
時
金
相
当
額
等
の
移
換
が
行
わ
れ
た
年
月
日
、
通
算
加
入
者
等
期
間
に
算
入
さ
れ
た
期

間
並
び
に
当
該
算
入
さ
れ
た
期
間
の
開
始
年
月
及
び
終
了
年
月
の
部
分
に
限
る
。
）
及
び
第
十
七
号
に
掲
げ
る
事
項
そ

の
他
当
該
老
齢
給
付
金
の
裁
定
に
必
要
な
記
録
に
関
す
る
事
項

二

当
該
請
求
者
に
係
る
記
録
関
連
業
務
を
行
う
個
人
型
記
録
関
連
運
営
管
理
機
関
又
は
連
合
会

当
該
請
求
者
の
氏
名

並
び
に
当
該
者
に
係
る
第
五
十
六
条
第
一
項
第
一
号
、
第
二
号
、
第
三
号
（
法
第
四
章
の
規
定
に
よ
り
個
人
別
管
理
資

産
の
移
換
が
行
わ
れ
た
他
の
企
業
型
年
金
又
は
個
人
型
年
金
の
資
格
の
取
得
及
び
喪
失
の
年
月
日
の
部
分
に
限
る
。
）

、
第
七
号
、
第
八
号
（
法
附
則
第
二
条
の
二
及
び
第
三
条
の
規
定
に
よ
る
脱
退
一
時
金
を
支
給
し
た
年
月
日
の
部
分
に

限
る
。
）
、
第
十
一
号
（
資
産
又
は
脱
退
一
時
金
相
当
額
等
の
移
換
が
行
わ
れ
た
年
月
日
、
通
算
加
入
者
等
期
間
に
算

入
さ
れ
た
期
間
並
び
に
当
該
算
入
さ
れ
た
期
間
の
開
始
年
月
及
び
終
了
年
月
の
部
分
に
限
る
。
）
及
び
第
十
六
号
に
掲



げ
る
事
項
そ
の
他
当
該
老
齢
給
付
金
の
裁
定
に
必
要
な
記
録
に
関
す
る
事
項

４

前
項
の
規
定
に
よ
り
記
録
の
提
供
を
求
め
ら
れ
た
当
該
企
業
型
記
録
関
連
運
営
管
理
機
関
等
以
外
の
記
録
関
連
運
営
管

理
機
関
等
又
は
連
合
会
は
、
当
該
記
録
の
提
供
を
求
め
る
企
業
型
記
録
関
連
運
営
管
理
機
関
等
に
対
し
、
求
め
ら
れ
た
記

録
を
提
供
す
る
も
の
と
す
る
。

第
二
十
五
条
第
二
号
中
「
厚
生
年
金
保
険
の
被
保
険
者
」
を
「
第
一
号
等
厚
生
年
金
被
保
険
者
」
に
改
め
る
。

第
二
十
六
条
第
一
項
に
次
の
四
号
を
加
え
る
。

六

第
二
十
二
条
の
二
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
提
供
し
た
記
録
の
内
容
を
記
録
し
た
書
面

七

第
六
十
九
条
の
二
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
提
供
し
た
記
録
の
内
容
を
記
録
し
た
書
面

八

第
七
十
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
提
供
し
た
記
録
の
内
容
を
記
録
し
た
書
面

九

第
七
十
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
通
知
し
た
内
容
を
記
録
し
た
書
面

第
三
十
三
条
中
「
、
「
個
人
型
年
金
規
約
」
を
「
「
個
人
型
年
金
規
約
」
と
、
「
当
該
企
業
型
年
金
」
と
あ
る
の
は
「
当

該
個
人
型
年
金
」
に
改
め
る
。

第
三
十
八
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。



第
三
十
八
条

削
除

第
三
十
九
条
第
一
項
中
第
七
号
を
第
八
号
と
し
、
第
六
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

七

法
第
六
十
二
条
第
一
項
第
三
号
に
掲
げ
る
者
に
あ
っ
て
は
、
掛
金
納
付
の
方
法

第
三
十
九
条
第
二
項
第
二
号
ハ
中
「
に
あ
っ
て
は
申
出
者
が
」
を
「
に
あ
っ
て
は
申
出
者
に
係
る
」
に
、
「
資
格
を
有
し

て
お
ら
ず
、
か
つ
、
第
三
十
八
条
各
号
に
掲
げ
る
も
の
で
な
い
こ
と
」
を
「
資
格
の
有
無
（
企
業
型
年
金
加
入
者
の
資
格
を

有
し
て
い
る
場
合
に
は
、
令
第
七
条
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
個
人
型
年
金
同
時
加
入
可
能
者
又
は
令
第
十
一
条
第
一
号

に
規
定
す
る
個
人
型
年
金
同
時
加
入
制
限
者
の
い
ず
れ
に
該
当
す
る
か
の
別
を
含
む
。
）
」
に
改
め
、
同
号
ニ
中
「
、
申
出

者
が
」
を
「
、
申
出
者
に
係
る
」
に
、
「
資
格
を
有
し
て
い
な
い
こ
と
」
を
「
資
格
の
有
無
」
に
改
め
、
同
号
ホ
中
「
第
二

条
第
一
項
第
六
号
」
を
「
第
二
条
第
一
項
第
七
号
」
に
、
「
、
申
出
者
が
」
を
「
、
申
出
者
に
係
る
」
に
、
「
資
格
を
有
し

な
い
こ
と
」
を
「
資
格
の
有
無
」
に
改
め
、
同
号
へ
中
「
第
十
四
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
」
を
「
第
十
四
条
第
一
項
に
規

定
す
る
」
に
、
「
、
申
出
者
が
」
を
「
、
申
出
者
に
係
る
」
に
、
「
資
格
を
有
し
な
い
こ
と
」
を
「
資
格
の
有
無
」
に
改
め

、
同
号
ト
を
同
号
チ
と
し
、
同
号
へ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ト

申
出
者
が
石
炭
鉱
業
年
金
基
金
法
（
昭
和
四
十
二
年
法
律
第
百
三
十
五
号
）
第
六
条
に
規
定
す
る
事
業
主
に
使
用



さ
れ
る
者
で
あ
る
と
き
は
、
申
出
者
に
係
る
石
炭
鉱
業
年
金
基
金
に
係
る
坑
内
員
又
は
坑
外
員
の
資
格
の
有
無
に
つ

い
て
の
事
業
主
の
証
明
書

第
四
十
五
条
第
一
項
中
「
第
二
号
加
入
者
」
の
下
に
「
（
個
人
型
年
金
加
入
者
で
あ
っ
て
、
法
第
六
十
二
条
第
一
項
第
二

号
に
掲
げ
る
も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
」
を
加
え
、
「
の
取
得
」
を
削
り
、
同
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

五

石
炭
鉱
業
年
金
基
金
に
係
る
坑
内
員
又
は
坑
外
員

第
四
十
五
条
第
二
項
中
「
前
項
」
を
「
前
二
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、
同
条
第
一
項
の
次
に
次
の
一
項

を
加
え
る
。

２

第
二
号
加
入
者
は
、
前
項
各
号
に
掲
げ
る
資
格
を
取
得
し
た
と
き
又
は
喪
失
し
た
と
き
は
、
十
四
日
以
内
に
、
次
に
掲

げ
る
事
項
を
記
載
し
た
届
出
書
を
連
合
会
に
提
出
す
る
も
の
と
す
る
。

一

氏
名
、
性
別
、
住
所
、
生
年
月
日
及
び
基
礎
年
金
番
号

二

取
得
又
は
喪
失
し
た
当
該
資
格
の
名
称

三

当
該
資
格
を
取
得
又
は
喪
失
し
た
年
月
日

第
四
十
八
条
第
一
項
各
号
列
記
以
外
の
部
分
中
「
国
民
年
金
法
第
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
第
一
号
被
保
険
者
（
以
下
「



第
一
号
被
保
険
者
」
と
い
う
。
）
」
を
「
第
二
号
被
保
険
者
又
は
第
三
号
被
保
険
者
（
国
民
年
金
法
第
七
条
第
一
項
第
三
号

に
規
定
す
る
第
三
号
被
保
険
者
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
に
、
「
第
二
号
被
保
険
者
」
を
「
第
一
号
被

保
険
者
（
同
項
第
一
号
に
規
定
す
る
第
一
号
被
保
険
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
」
に
改
め
、
同
項
第
四
号
を
次
の
よ
う
に

改
め
る
。

四

国
民
年
金
基
金
の
加
入
員
に
あ
っ
て
は
、
国
民
年
金
基
金
の
名
称
、
加
入
員
番
号
及
び
毎
月
の
掛
金
の
額

第
四
十
八
条
第
一
項
第
五
号
を
同
項
第
六
号
と
し
、
同
項
第
四
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

五

付
加
保
険
料
を
納
付
す
る
者
と
し
て
機
構
に
申
し
出
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
旨

第
四
十
八
条
第
二
項
各
号
列
記
以
外
の
部
分
中
「
第
二
号
被
保
険
者
」
を
「
第
一
号
被
保
険
者
又
は
第
三
号
被
保
険
者
」

に
、
「
第
一
号
被
保
険
者
」
を
「
第
二
号
被
保
険
者
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

二

掛
金
納
付
の
方
法

第
四
十
八
条
第
二
項
第
三
号
を
削
り
、
同
項
第
四
号
中
「
前
各
号
」
を
「
前
二
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
三
号
と
し

、
同
条
第
三
項
中
「
前
項
」
を
「
第
二
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、
同
条
第
二
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え

る
。



３

第
一
号
被
保
険
者
又
は
第
二
号
被
保
険
者
で
あ
る
個
人
型
年
金
加
入
者
は
、
第
三
号
被
保
険
者
と
な
っ
た
と
き
は
、
速

や
か
に
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
届
出
書
を
連
合
会
に
提
出
す
る
も
の
と
す
る
。

一

前
項
第
一
号
に
掲
げ
る
事
項

二

前
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
個
人
型
年
金
規
約
で
定
め
る
事
項

第
五
十
五
条
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

八

第
七
十
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
提
供
さ
れ
た
記
録
の
内
容

九

第
七
十
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
通
知
さ
れ
た
内
容

第
五
十
六
条
第
一
項
各
号
列
記
以
外
の
部
分
中
「
事
項
は
、
」
の
下
に
「
当
該
個
人
型
記
録
関
連
運
営
管
理
機
関
の
行
う

記
録
関
連
業
務
に
係
る
」
を
加
え
、
同
項
第
三
号
中
「
個
人
型
年
金
加
入
者
等
が
、
企
業
型
年
金
加
入
者
等
又
は
個
人
型
年

金
加
入
者
等
で
あ
っ
た
」
を
「
法
第
四
章
の
規
定
に
よ
り
他
の
企
業
型
年
金
又
は
個
人
型
年
金
か
ら
個
人
別
管
理
資
産
の
移

換
が
行
わ
れ
た
」
に
改
め
、
「
年
月
日
」
の
下
に
「
並
び
に
当
該
資
産
の
移
換
が
行
わ
れ
た
年
月
日
、
移
換
額
、
事
業
主
へ

の
返
還
資
産
額
そ
の
他
移
換
に
関
す
る
事
項
」
を
加
え
、
同
項
第
十
一
号
を
削
り
、
同
項
第
十
二
号
中
「
算
入
さ
れ
た
期
間

」
の
下
に
「
並
び
に
当
該
算
入
さ
れ
た
期
間
の
開
始
年
月
及
び
終
了
年
月
」
を
加
え
、
同
号
を
同
項
第
十
一
号
と
し
、
同
項



第
十
三
号
を
同
項
第
十
二
号
と
し
、
同
項
第
十
四
号
を
同
項
第
十
三
号
と
し
、
同
項
に
次
の
三
号
を
加
え
る
。

十
四

第
五
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
十
二
条
の
二
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
提
供
さ
れ
た
記
録
の
内
容

十
五

第
七
十
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
提
供
さ
れ
た
記
録
の
内
容

十
六

第
七
十
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
通
知
さ
れ
た
内
容

第
五
十
九
条
第
一
項
中
「
個
人
型
年
金
年
金
加
入
者
」
を
「
個
人
型
年
金
加
入
者
」
に
改
め
、
「
個
人
型
年
金
規
約
」
と

」
の
下
に
「
、
「
第
十
五
条
第
一
項
第
二
号
及
び
第
三
号
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
十
六
条
第
一
項
第
二
号
及
び
第
三
号
」
と

、
第
二
十
二
条
の
二
中
「
企
業
型
記
録
関
連
運
営
管
理
機
関
等
に
」
と
あ
る
の
は
「
個
人
型
記
録
関
連
運
営
管
理
機
関
に
」

と
、
「
企
業
型
年
金
規
約
」
と
あ
る
の
は
「
個
人
型
年
金
規
約
」
と
、
「
企
業
型
記
録
関
連
運
営
管
理
機
関
等
が
」
と
あ
る

の
は
「
個
人
型
記
録
関
連
運
営
管
理
機
関
が
」
と
、
「
企
業
型
記
録
関
連
運
営
管
理
機
関
等
は
」
と
あ
る
の
は
「
個
人
型
記

録
関
連
運
営
管
理
機
関
は
」
と
、
「
企
業
型
記
録
関
連
運
営
管
理
機
関
等
以
外
」
と
あ
る
の
は
「
個
人
型
記
録
関
連
運
営
管

理
機
関
以
外
」
と
」
を
加
え
る
。

第
六
十
二
条
第
二
項
中
「
法
」
と
い
う
。
）
」
を
「
法
」
に
改
め
る
。

第
六
十
九
条
第
一
項
中
「
受
給
権
者
」
を
「
企
業
型
年
金
運
用
指
図
者
で
あ
っ
て
当
該
企
業
型
年
金
に
個
人
別
管
理
資
産



が
あ
る
も
の
」
に
、
「
受
給
権
を
裁
定
し
た
者
」
を
「
企
業
型
年
金
の
企
業
型
記
録
関
連
運
営
管
理
機
関
等
」
に
改
め
、
同

項
第
二
号
中
「
個
人
型
年
金
加
入
者
が
死
亡
し
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
」
を
削
り
、
同
条
第
二
項
中
「
個
人
型
年
金
加
入
者

又
は
受
給
権
者
」
を
「
企
業
型
年
金
運
用
指
図
者
、
個
人
型
年
金
加
入
者
、
個
人
型
年
金
運
用
指
図
者
又
は
連
合
会
移
換
者

（
当
該
企
業
型
年
金
又
は
個
人
型
年
金
に
個
人
別
管
理
資
産
が
あ
る
者
に
限
る
。
）
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え

る
。

３

企
業
型
年
金
加
入
者
で
あ
っ
た
者
で
あ
っ
て
、
そ
の
個
人
別
管
理
資
産
が
法
第
八
十
条
か
ら
第
八
十
三
条
ま
で
の
規
定

に
よ
り
移
換
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
（
当
該
企
業
型
年
金
の
企
業
型
年
金
運
用
指
図
者
を
除
く
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「

移
換
待
機
者
」
と
い
う
。
）
が
死
亡
し
た
と
き
は
、
戸
籍
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
百
二
十
四
号
）
の
規
定
に
よ
る

死
亡
の
届
出
義
務
者
は
、
十
日
以
内
に
、
そ
の
旨
を
当
該
企
業
型
年
金
の
企
業
型
記
録
関
連
運
営
管
理
機
関
等
に
届
け
出

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
移
換
待
機
者
の
死
亡
の
届
出
に
つ
い
て
は
、
前
二
項
の
規
定
を
準
用
す
る
。

第
六
十
九
条
の
二
第
一
項
第
一
号
中
「
及
び
生
年
月
日
」
を
「
、
生
年
月
日
及
び
基
礎
年
金
番
号
」
に
改
め
、
同
条
第
二

項
中
「
（
特
別
区
の
区
長
を
含
む
も
の
と
し
、
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
五
十
二
条
の
十

九
第
一
項
の
指
定
都
市
に
あ
っ
て
は
、
区
長
又
は
総
合
区
長
。
次
条
第
二
項
第
一
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
を
削
り
、
同
条



に
次
の
四
項
を
加
え
る
。

４

法
附
則
第
二
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
脱
退
一
時
金
の
支
給
の
請
求
を
受
け
た
企
業
型
記
録
関
連
運
営
管
理
機
関

等
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
当
該
企
業
型
記
録
関
連
運
営
管
理
機
関
等
以
外
の
記
録
関
連
運
営
管
理
機
関
等
に
対
し
、
必

要
に
応
じ
て
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
内
容
と
す
る
当
該
脱
退
一
時
金
の
裁
定
に
必
要
な
記
録
の
提
供
を
求
め
る
も

の
と
す
る
。

一

当
該
請
求
者
に
係
る
記
録
関
連
業
務
を
行
う
企
業
型
記
録
関
連
運
営
管
理
機
関
等

当
該
請
求
者
の
氏
名
並
び
に
当

該
者
に
係
る
第
十
五
条
第
一
項
第
一
号
及
び
第
二
号
に
掲
げ
る
事
項
並
び
に
令
第
五
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き

算
定
し
た
個
人
別
管
理
資
産
額
そ
の
他
当
該
脱
退
一
時
金
の
裁
定
に
必
要
な
記
録
に
関
す
る
事
項

二

当
該
請
求
者
に
係
る
記
録
関
連
業
務
を
行
う
個
人
型
記
録
関
連
運
営
管
理
機
関

当
該
請
求
者
の
氏
名
並
び
に
当
該

者
に
係
る
第
五
十
六
条
第
一
項
第
一
号
及
び
第
二
号
に
掲
げ
る
事
項
並
び
に
令
第
五
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き

算
定
し
た
個
人
別
管
理
資
産
額
そ
の
他
当
該
脱
退
一
時
金
の
裁
定
に
必
要
な
記
録
に
関
す
る
事
項

５

前
項
の
規
定
に
よ
り
記
録
の
提
供
を
求
め
ら
れ
た
当
該
企
業
型
記
録
関
連
運
営
管
理
機
関
等
以
外
の
記
録
関
連
運
営
管

理
機
関
等
は
、
当
該
記
録
の
提
供
を
求
め
る
企
業
型
記
録
関
連
運
営
管
理
機
関
等
に
対
し
、
求
め
ら
れ
た
記
録
を
提
供
す



る
も
の
と
す
る
。

６

法
附
則
第
二
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
脱
退
一
時
金
の
請
求
を
す
る
者
の
う
ち
、
二
以
上
の
個
人
別
管
理
資
産
を

有
す
る
者
に
係
る
法
附
則
第
二
条
の
二
第
四
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
個
人
型
年
金
運
用
指
図
者
期
間

」
と
あ
る
の
は
、
「
個
人
型
年
金
運
用
指
図
者
期
間
（
こ
れ
ら
の
期
間
の
う
ち
、
当
該
脱
退
一
時
金
の
請
求
に
関
す
る
個

人
別
管
理
資
産
に
係
る
期
間
に
限
る
。
）
」
と
す
る
。

７

法
附
則
第
二
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
脱
退
一
時
金
の
請
求
を
す
る
者
の
う
ち
、
法
第
五
十
四
条
第
二
項
及
び
法

第
五
十
四
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
法
第
三
十
三
条
第
一
項
の
通
算
加
入
者
等
期
間
に
算
入
さ
れ
た
期
間
が
あ
る
者

又
は
法
第
七
十
四
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
算
入
さ
れ
た
法
第
七
十
三
条
の
規
定
に
よ
り
準
用
す
る
法
第
三
十
三
条

第
一
項
の
通
算
加
入
者
等
期
間
が
あ
る
者
に
係
る
法
附
則
第
二
条
の
二
第
四
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「

企
業
型
年
金
加
入
者
期
間
」
と
あ
る
の
は
「
企
業
型
年
金
加
入
者
期
間
（
当
該
脱
退
一
時
金
の
支
給
を
受
け
た
月
の
前
月

ま
で
に
第
五
十
四
条
第
二
項
及
び
第
五
十
四
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
第
三
十
三
条
第
一
項
の
通
算
加
入
者
等
期
間

に
算
入
さ
れ
た
期
間
が
あ
る
者
に
あ
っ
て
は
、
当
該
期
間
を
含
む
。
）
」
と
、
「
個
人
型
年
金
加
入
者
期
間
」
と
あ
る
の

は
「
個
人
型
年
金
加
入
者
期
間
（
当
該
脱
退
一
時
金
の
支
給
を
受
け
た
月
の
前
月
ま
で
に
第
七
十
四
条
の
二
第
二
項
の
規



定
に
よ
り
算
入
さ
れ
た
第
七
十
三
条
の
規
定
に
よ
り
準
用
す
る
第
三
十
三
条
第
一
項
の
通
算
加
入
者
等
期
間
が
あ
る
者
に

あ
っ
て
は
、
当
該
期
間
を
含
む
。
）
」
と
す
る
。

第
七
十
条
第
二
項
た
だ
し
書
を
削
り
、
同
項
第
二
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

二

法
第
六
十
二
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
保
険
料
免
除
者
で
あ
る
こ
と
を
証
す
る
書
類

第
七
十
条
第
二
項
第
三
号
を
削
り
、
同
条
に
次
の
四
項
を
加
え
る
。

３

法
附
則
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
脱
退
一
時
金
の
支
給
の
請
求
を
受
け
た
個
人
型
記
録
関
連
運
営
管
理
機
関
又
は

連
合
会
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
当
該
個
人
型
記
録
関
連
運
営
管
理
機
関
又
は
連
合
会
以
外
の
記
録
関
連
運
営
管
理
機
関

等
又
は
連
合
会
に
対
し
、
必
要
に
応
じ
て
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
内
容
と
す
る
当
該
脱
退
一
時
金
の
裁
定
に
必
要

な
記
録
の
提
供
を
求
め
る
も
の
と
す
る
。

一

当
該
請
求
者
に
係
る
記
録
関
連
業
務
を
行
う
企
業
型
記
録
関
連
運
営
管
理
機
関
等

当
該
請
求
者
の
氏
名
並
び
に
当

該
者
に
係
る
第
十
五
条
第
一
項
第
一
号
、
第
二
号
、
第
三
号
（
法
第
四
章
の
規
定
に
よ
り
個
人
別
管
理
資
産
の
移
換
が

行
わ
れ
た
他
の
企
業
型
年
金
又
は
個
人
型
年
金
の
資
格
の
取
得
及
び
喪
失
の
年
月
日
の
部
分
に
限
る
。
）
、
第
四
号
（

過
去
に
拠
出
さ
れ
た
各
月
ご
と
の
事
業
主
掛
金
及
び
企
業
型
年
金
加
入
者
掛
金
の
有
無
に
関
す
る
部
分
に
限
る
。
）
、



第
七
号
、
第
八
号
（
法
附
則
第
二
条
の
二
の
規
定
に
よ
る
脱
退
一
時
金
の
支
給
の
実
績
及
び
障
害
給
付
金
の
受
給
権
の

有
無
に
関
す
る
部
分
に
限
る
。
）
及
び
第
十
一
号
（
資
産
又
は
脱
退
一
時
金
相
当
額
等
の
移
換
が
行
わ
れ
た
年
月
日
、

通
算
加
入
者
等
期
間
に
算
入
さ
れ
た
期
間
並
び
に
当
該
算
入
さ
れ
た
期
間
の
開
始
年
月
及
び
終
了
年
月
の
部
分
に
限
る

。
）
に
掲
げ
る
事
項
並
び
に
令
第
六
十
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
算
定
し
た
個
人
別
管
理
資
産
額
そ
の
他
当
該
脱
退

一
時
金
の
裁
定
に
必
要
な
記
録
に
関
す
る
事
項

二

当
該
請
求
者
に
係
る
記
録
関
連
業
務
を
行
う
個
人
型
記
録
関
連
運
営
管
理
機
関
又
は
連
合
会

当
該
請
求
者
の
氏
名

並
び
に
当
該
者
に
係
る
第
五
十
六
条
第
一
項
第
一
号
、
第
二
号
、
第
三
号
（
法
第
四
章
の
規
定
に
よ
り
個
人
別
管
理
資

産
の
移
換
が
行
わ
れ
た
他
の
企
業
型
年
金
又
は
個
人
型
年
金
の
資
格
の
取
得
及
び
喪
失
の
年
月
日
の
部
分
に
限
る
。
）

、
第
四
号
（
過
去
に
拠
出
さ
れ
た
各
月
ご
と
の
掛
金
の
有
無
に
関
す
る
部
分
に
限
る
。
）
、
第
七
号
、
第
八
号
（
法
附

則
第
二
条
の
二
の
規
定
に
よ
る
脱
退
一
時
金
の
支
給
の
実
績
及
び
障
害
給
付
金
の
受
給
権
の
有
無
に
関
す
る
部
分
に
限

る
。
）
及
び
第
十
一
号
（
資
産
又
は
脱
退
一
時
金
相
当
額
等
の
移
換
が
行
わ
れ
た
年
月
日
、
通
算
加
入
者
等
期
間
に
算

入
さ
れ
た
期
間
並
び
に
当
該
算
入
さ
れ
た
期
間
の
開
始
年
月
及
び
終
了
年
月
の
部
分
に
限
る
。
）
に
掲
げ
る
事
項
並
び

に
令
第
六
十
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
算
定
し
た
個
人
別
管
理
資
産
額
そ
の
他
当
該
脱
退
一
時
金
の
裁
定
に
必
要
な



記
録
に
関
す
る
事
項

４

前
項
の
規
定
に
よ
り
記
録
の
提
供
を
求
め
ら
れ
た
当
該
個
人
型
記
録
関
連
運
営
管
理
機
関
又
は
連
合
会
以
外
の
記
録
関

連
運
営
管
理
機
関
等
又
は
連
合
会
は
、
当
該
記
録
の
提
供
を
求
め
る
個
人
型
記
録
関
連
運
営
管
理
機
関
又
は
連
合
会
に
対

し
、
求
め
ら
れ
た
記
録
を
提
供
す
る
も
の
と
す
る
。

５

法
附
則
第
三
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
脱
退
一
時
金
の
裁
定
を
行
っ
た
個
人
型
記
録
関
連
運
営
管
理
機
関
又
は
連
合

会
は
、
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
提
供
さ
れ
た
記
録
に
基
づ
い
て
脱
退
一
時
金
の
裁
定
を
行
っ
た
場
合
は
、
当
該
記
録
の
提

供
を
し
た
当
該
記
録
関
連
運
営
管
理
機
関
等
又
は
連
合
会
に
対
し
て
脱
退
一
時
金
を
支
給
し
た
日
を
通
知
す
る
も
の
と
す

る
。

６

法
附
則
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
脱
退
一
時
金
の
請
求
を
す
る
者
の
う
ち
、
法
第
五
十
四
条
第
二
項
及
び
法
第
五

十
四
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
法
第
三
十
三
条
第
一
項
の
通
算
加
入
者
等
期
間
に
算
入
さ
れ
た
期
間
が
あ
る
者
又
は

法
第
七
十
四
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
算
入
さ
れ
た
法
第
七
十
三
条
の
規
定
に
よ
り
準
用
す
る
法
第
三
十
三
条
第
一

項
の
通
算
加
入
者
等
期
間
が
あ
る
者
に
係
る
法
附
則
第
三
条
第
五
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
企
業
型
年

金
加
入
者
期
間
」
と
あ
る
の
は
「
企
業
型
年
金
加
入
者
期
間
（
当
該
脱
退
一
時
金
の
支
給
を
受
け
た
月
の
前
月
ま
で
に
第



五
十
四
条
第
二
項
及
び
第
五
十
四
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
第
三
十
三
条
第
一
項
の
通
算
加
入
者
等
期
間
に
算
入
さ

れ
た
期
間
が
あ
る
者
に
あ
っ
て
は
、
当
該
期
間
を
含
む
。
）
」
と
、
「
個
人
型
年
金
加
入
者
期
間
」
と
あ
る
の
は
「
個
人

型
年
金
加
入
者
期
間
（
当
該
脱
退
一
時
金
の
支
給
を
受
け
た
月
の
前
月
ま
で
に
第
七
十
四
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
り

算
入
さ
れ
た
第
七
十
三
条
の
規
定
に
よ
り
準
用
す
る
第
三
十
三
条
第
一
項
の
通
算
加
入
者
等
期
間
が
あ
る
者
に
あ
っ
て
は

、
当
該
期
間
を
含
む
。
）
」
と
す
る
。

様
式
第
一
号
中
「厚

生
年
金
保
険
の
被
保
険
者

」
を
「第

一
号
等
厚
生
年
金
被
保
険
者

」
に
、
「法

第
２
条
第
６
項
に
規

定
す
る
者

」
を
「法

第
３
条
第
１
項
に
規
定
す
る
第
一
号
等
厚
生
年
金
被
保
険
者

」
に
、
「
「地

方
厚
生

」
を
「
「厚

生

」

に
改
め
る
。

様
式
第
二
号
か
ら
様
式
第
四
号
ま
で
中
「厚

生
年
金
保
険
の
被
保
険
者

」
を
「第

一
号
等
厚
生
年
金
被
保
険
者

」
に
、
「

法
第
２
条
第
６
項
に
規
定
す
る
者

」
を
「法

第
３
条
第
３
項
第
６
号
に
規
定
す
る
第
一
号
等
厚
生
年
金
被
保
険
者

」
に
、
「

「地
方
厚
生

」
を
「
「厚

生

」
に
改
め
る
。

様
式
第
五
号
及
び
様
式
第
六
号
中
「厚

生
年
金
保
険
の
被
保
険
者

」
を
「第

一
号
等
厚
生
年
金
被
保
険
者

」
に
、
「法

第

２
条
第
６
項
に
規
定
す
る
者

」
を
「法

第
３
条
第
１
項
又
は
第
３
項
第
６
号
に
規
定
す
る
第
一
号
等
厚
生
年
金
被
保
険
者

」



に
、
「
「地

方
厚
生

」
を
「
「厚

生

」
に
改
め
る
。

様
式
第
八
号
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。



様式第八号（第二十七条第二項関係）

年 月 日

厚生（支）局長 殿

承認番号
厚生年金適用事業所の名称
所在地
事業主名 印
住所

確定拠出年金法第五十条の規定により、別添のとおり業務報告書を提出します。

（日本工業規格Ａ列４番）

　  （備考）
 　　 １．「承認番号」とは、企業型年金の承認ごとに厚生局長及び厚生支局長が発行した承認番号をい
        う。
　　  ２．「厚生（支）局長」は、企業型年金を実施する厚生年金適用事業所の事業主（二以上の厚生年
　 　 　金適用事業所の事業主が一の企業型年金を実施する場合にあっては、その一の代表）の主たる事
　　　　務所の所在地を管轄する地方厚生局長又は地方厚生支局長の名称を記載するものとする。

企業型年金事業主運営管理業務報告書

（　　　事業年度）
　　　年　　月　　日から　　年　　月　　日まで

承　　認　　番　　号

企業型年金の事業主に係る運営管理業務報告書

厚生年金適用事業所名

事　　業　　主　　名



１．事業主が担当する企業型年金加入者等の人数の状況

①法第２条第７項第１号イに係る業務
　　企業型年金加入者数 名（男 名、女 名）
　　企業型年金運用指図者数 名（男 名、女 名）
　　合計 名（男 名、女 名）

②法第２条第７項第１号ロに係る業務
　　企業型年金加入者数 名（男 名、女 名）
　　企業型年金運用指図者数 名（男 名、女 名）
　　合計 名（男 名、女 名）

③法第２条第７項第１号ハに係る業務
　　企業型年金加入者数 名（男 名、女 名）
　　企業型年金運用指図者数 名（男 名、女 名）
　　合計 名（男 名、女 名）

④法第２条第７項第２号に係る業務
　　企業型年金加入者数 名（男 名、女 名）
　　企業型年金運用指図者数 名（男 名、女 名）
　　合計 名（男 名、女 名）

　　（備考）
　 　 １．①、②及び④については、事業年度末時点のものを記載すること。
　 　 ２．③については、事業年度中に給付を受ける権利の裁定を行った者の総数を記載すること。

   （法第２条第７項第１号イに係る業務の実施状況）
２．事業主が法第２条第７項第１号イの業務を担当する企業型年金加入者に係る掛金の状況

円 円男

掛金額区分 掛　金　総　額 平均掛金額

事　業　主　掛　金　額

企業型年金加入者掛金額

合　　　計

円 円

企業型年金加入者掛金額 円 円

企業型年金加入者掛金額 円 円

合　　　計 円 円

合　　　計 円 円

計

事　業　主　掛　金　額 円 円

女

事　業　主　掛　金　額 円 円

円 円



３．事業主が法第２条第７項第１号イの業務を担当する企業型年金加入者等に係る運用の状況

    （備考）
　　  １．事業年度末の状況について記載すること。
　　　２．「運用の方法の種類」の欄については、令第15条第１項各号に掲げる運用の方法に応じ、該当する号
　　　　番号を記載すること。
　　  ３．「元本確保の運用の方法」の欄については、当該運用の方法が令第16条に規定する運用の方法に該当
　　　　する場合には○印を記載すること。
　　  ４．「株券等」の欄については、当該運用の方法が令第15条第１項第２号ハ又は同項第３号カからナまで
　　　　に掲げる運用の方法に該当する場合には○印を記載すること。

４．給付の状況

 

運用
商品名

企業型年金加入者等数
  個人別管理資産
  総額

運用の方
法の種類

元本確保の
運用の方法

株券等

合計
企業型年金加入者数　　　　　　人
企業型年金運用指図者数　　　　人
　　　合　　　計　　　　　　　人

円
円
円

－ － －

企業型年金加入者数　　　　　　人
企業型年金運用指図者数　　　　人
　　　合　　　計　　　　　　　人

円
円
円

企業型年金加入者数　　　　　　人
企業型年金運用指図者数　　　　人
　　　合　　　計　　　　　　　人

円
円
円

給　           付
事業年度末の受給者数（うち本年度
の新規受給者数）

支給総額（うち新規受給者への支給
額）

年　金
　男　　　　　　人（　　　人）
　女　　　　　　人（　　　人）
　計　　　　　　人（　　　人）

　　　　　　　円（　　　　　円）
　　　　　　　円（　　　　　円）
　　　　　　　円（　　　　　円）

一時金
　男　　　　　　人（　　　人）
　女　　　　　　人（　　　人）
　計　　　　　　人（　　　人）

　　　　　　　円（　　　　　円）
　　　　　　　円（　　　　　円）
　　　　　　　円（　　　　　円）

老齢給付金

障害給付金

年　金
　男　　　　　　人（　　　人）
　女　　　　　　人（　　　人）
　計　　　　　　人（　　　人）

　　　　　　　円（　　　　　円）
　　　　　　　円（　　　　　円）
　　　　　　　円（　　　　　円）

一時金
　男　　　　　　人（　　　人）
　女　　　　　　人（　　　人）
　計　　　　　　人（　　　人）

　　　　　　　円（　　　　　円）
　　　　　　　円（　　　　　円）
　　　　　　　円（　　　　　円）

計
　男　　　　　　人（　　　人）
　女　　　　　　人（　　　人）
　計　　　　　　人（　　　人）

　　　　　　　円（　　　　　円）
　　　　　　　円（　　　　　円）
　　　　　　　円（　　　　　円）

死　亡　一　時　金
　男　　　　　　人（　　　人）
　女　　　　　　人（　　　人）
　計　　　　　　人（　　　人）

　　　　　　　円（　　　　　円）
　　　　　　　円（　　　　　円）
　　　　　　　円（　　　　　円）

脱　退　一　時　金
　男　　　　　　人（　　　人）
　女　　　　　　人（　　　人）
　計　　　　　　人（　　　人）

　　　　　　　円（　　　　　円）
　　　　　　　円（　　　　　円）
　　　　　　　円（　　　　　円）



（法第２条第７項第１号ロに係る業務の実施状況）
５．事業主が法第２条第７項第１号ロに係る業務を担当する企業型年金加入者等が行った運用の指図の内容
　についての資産管理機関への通知の件数

　　（備考）当該事業年度の実績を記載すること。

（法第２条第７項第１号ハに係る業務の実施状況）
６．事業主が行った法第２条第７項第１号ハの給付を受ける権利の裁定の件数

　　（備考）当該事業年度の実績を記載すること。

（法第２条第７項第２号に係る業務の実施状況）
７．報告者が法第２条第７項第２号に係る業務を担当する企業型年金加入者等に係る運用の方法の選定及び
　提示の状況

　  （備考）
 　　 １．「第１号運用方法」とは選定及び提示している運用方法のうち令第16条に規定する運用の方法の数を、
　　　　「第２号運用方法」とは第１号運用方法及び第３号運用方法以外の運用の方法の数を、「第３号運用方
　　　　法」とは令第15条第１項第３号カからナまでに掲げる運用の方法の数をいう。
　　  ２．加入者等に係る運用の方法の選定及び提示については、加入者等に対して選定及び提示している一の
　　　  運用方法群ごとに記載すること。
　　  ３．企業型年金加入者等に提示した運用の方法を変更し、運用方法数、第１号運用方法数、第２号運用方
        法数又は第３号運用方法数が異なることとなった場合は、変更前の運用方法数と変更後の運用方法数を
        それぞれ記載すること。
　　  ４．提示した運用の方法の数の少ない順に記入すること。

　男
　女
　計

　男
　女
　計

　男
　女
　計

　男
　女
　計

運用方法数 第１号運用方法 第２号運用方法 第３号運用方法

　男　　　　　　　　　　　　　　件
　女　　　　　　　　　　　　　　件
　計　　　　　　　　　　　　　　件

企業型年金加入者

企業型年金運用指図者 　男　　　　　　　　　　　　　　件
　女　　　　　　　　　　　　　　件
　計　　　　　　　　　　　　　　件

資産管理機関への通知

老 齢 給 付 金 障 害 給 付 金 死 亡 一 時 金 脱 退 一 時 金



８．事業主が法第２条第７項第２号に係る業務を担当する企業型年金加入者等に係る運用の方法の情報提供
　の内容

    （備考）
　　  １．「情報提供の内容の概要」は、報告者が選定・提示した運用商品ごとに企業型年金加入者等に対して
        行った情報提供の内容を簡潔に記載すること。
      ２．「情報提供の回数」は、当該事業年度において、企業型年金加入者等に対し情報提供を行った回数を
　　　　記載すること。

（法第83条第２項の規定による通知の状況）
９．事業主が法第83条第２項の規定により行った通知（個人別管理資産が連合会に移換された者への通知）の
　件数等

　　（備考）当該事業年度内に法第83条第１項の規定により個人別管理資産が連合会へ移換された者への同条第
     　　 ２項の規定による通知の実績を記載すること。

人 円

情報提供の回数運用の方法名 情報提供の内容の概要

件　　　数 移　換　金　額



10．年齢及び掛金総額（事業主掛金及び企業型年金加入者掛金の総額）ごとの企業型年金加入者の人数の状
　況
  ①個人型年金同時加入制限者であって、他制度加入者以外のもの（令第11条第１号に該当する者）

　②個人型年金同時加入制限者であって、他制度加入者であるもの（令第11条第２号に該当する者）

　23,000円

　23,001円～25,499円

　10,001円～20,000円

　20,001円～22,999円

  10,001円～20,000円

　　　　　　年齢区分

掛金総額
区分（月額）

       　 ～ 5,000円

　 5,001円～10,000円

～20歳
　21歳～
　30歳

　31歳～
　40歳

　41歳～
　50歳

　51歳～
　60歳

　40,001円～45,999円

　20,001円～30,000円

　30,001円～40,000円

　46,000円

　46,001円～50,999円

人数計

　 5,001円～10,000円

　51,000円

　　　　　　年齢区分

掛金総額
区分（月額）

～20歳
　21歳～
　30歳

　31歳～
　40歳

　41歳～
　50歳

　51歳～
　60歳

　　　    ～ 5,000円

　25,500円

人数計

人数計61歳～

61歳～ 人数計

　55,000円

　51,001円～54,999円

　25,501円～27,499円

　27,500円



　③個人型年金同時加入可能者であって、他制度加入者以外のもの（令第11条第３号に該当する者）

　④個人型年金同時加入可能者であって、他制度加入者であるもの（令第11条第４号に該当する者）

    （備考）
　 　 １．③及び④は法第３条第３項第７号の３に掲げる事項を企業型年金規約に定めている場合に限り記載
　　　　すること。
 　　 ２．事業年度末の状況について記載すること。

　　　　　　年齢区分

掛金総額
区分（月額）

～20歳
　21歳～
　30歳

　31歳～
　40歳

　41歳～
　50歳

　51歳～
　60歳

61歳～ 人数計

       　 ～ 5,000円

　 5,001円～10,000円

　10,001円～20,000円

　20,001円～30,000円

　30,001円～34,999円

　35,000円

人数計

　　　　　　年齢区分

掛金総額
区分（月額）

～20歳
　21歳～
　30歳

　31歳～
　40歳

　41歳～
　50歳

　51歳～
　60歳

61歳～ 人数計

　　　    ～ 5,000円

　 5,001円～10,000円

  10,001円～15,499円

　15,500円

人数計



11．年齢及び事業主掛金額ごとの企業型年金加入者の人数の状況
  ①個人型年金同時加入制限者であって、他制度加入者以外のもの（令第11条第１号に該当する者）

　②個人型年金同時加入制限者であって、他制度加入者であるもの（令第11条第２号に該当する者）

  23,001円～25,499円

人数計

  25,500円

　　　　　　年齢区分

掛金額
区分（月額）

～20歳
　21歳～
　30歳

　31歳～
　40歳

　41歳～
　50歳

　51歳～
　60歳

　　　    ～ 5,000円

  10,001円～20,000円

　41歳～
　50歳

　51歳～
　60歳

　 5,001円～10,000円

　　　　　　年齢区分

掛金額
区分（月額）

～20歳
　21歳～
　30歳

　31歳～
　40歳

  30,001円～40,000円

  20,001円～30,000円

  40,001円～45,999円

  46,001円～50,999円

人数計

  51,000円

          ～ 5,000円

　20,001円～22,999円

  46,000円

　10,001円～20,000円

  23,000円

　 5,001円～10,000円

61歳～ 人数計

61歳～ 人数計

  51,001円～54,999円

  55,000円

  25,501円～27,499円

  27,500円



　③個人型年金同時加入可能者であって、他制度加入者以外のもの（令第11条第３号に該当する者）

　④個人型年金同時加入可能者であって、他制度加入者であるもの（令第11条第４号に該当する者）

    （備考）
　 　 １．③及び④は法第３条第３項第７号の３に掲げる事項を企業型年金規約に定めている場合に限り記載
　　　　すること。
 　　 ２．事業年度末の状況について記載すること。

　　　　　　年齢区分

掛金額
区分（月額）

～20歳
　21歳～
　30歳

　31歳～
　40歳

　41歳～
　50歳

　51歳～
　60歳

61歳～ 人数計

       　 ～ 5,000円

　 5,001円～10,000円

　10,001円～20,000円

　20,001円～30,000円

　30,001円～34,999円

　35,000円

人数計

　　　　　　年齢区分

掛金額
区分（月額）

～20歳
　21歳～
　30歳

　31歳～
　40歳

　41歳～
　50歳

　51歳～
　60歳

61歳～ 人数計

　　　    ～ 5,000円

　 5,001円～10,000円

  10,001円～15,499円

　15,500円

人数計



12．年齢及び企業型年金加入者掛金ごとの企業型年金加入者の人数の状況
  ①個人型年金同時加入制限者であって、他制度加入者以外のもの（令第11条第１号に該当する者）

　②個人型年金同時加入制限者であって、他制度加入者であるもの（令第11条第２号に該当する者）

    （備考）
　 　 １．企業型年金加入者掛金を導入している場合に限り記載すること。
 　　 ２．事業年度末の状況について記載すること。

       0円

  25,001円～25,500円

　　　 0円

  25,501円～27,500円

  10,001円～20,000円

　 5,001円～10,000円

　　　 1円～ 5,000円

　　　　　　年齢区分

掛金額
区分（月額）

～20歳
　21歳～
　30歳

　31歳～
　40歳

　41歳～
　50歳

　51歳～
　60歳

61歳～ 人数計

人数計

　　　　　　年齢区分

掛金額
区分（月額）

～20歳
　21歳～
　30歳

　31歳～
　40歳

　41歳～
　50歳

　51歳～
　60歳

61歳～ 人数計

       1円～ 5,000円

　 5,001円～10,000円

　10,001円～12,750円

  12,751円～13,750円

人数計

  20,001円～25,000円



13．事業主掛金及び企業型年金加入者掛金の額ごとの人数の状況
　①個人型年金同時加入制限者であって、他制度加入者以外のもの（令第11条第１号に該当する者）

  ②個人型年金同時加入制限者であって、他制度加入者であるもの（令第11条第２号に該当する者）

    （備考）
　 　 １．企業型年金加入者掛金を導入している場合に限り記載すること。
 　　 ２．事業年度末の状況について記載すること。

加　入　者　掛　金

0円
　1円～
5,000円

5,001円～
 10,000円

10,001円～
  13,749円

13,750円

　　 0円

     0円

10,001円～13,749円

事
　
業
　
主
　
掛
　
金

13,750円

     1円～ 5,000円

 5,001円～10,000円

27,500円

20,001円～27,499円

40,001円～50,000円

27,501円～30,000円

30,001円～40,000円

 5,001円～10,000円

50,001円～55,000円

13,751円～20,000円

　   1円～ 5,000円

20,001円～27,500円

20,001円～
  27,499円

加　入　者　掛　金

0円
  1円～
5,000円

5,001円～
 10,000円

10,001円～
  20,000円

10,001円～20,000円

27,500円

事
　
業
　
主
　
掛
　
金
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経
過
措
置
に
関
す
る
省
令
の
一
部
改
正
）

第
二
条

公
的
年
金
制
度
の
健
全
性
及
び
信
頼
性
の
確
保
の
た
め
の
厚
生
年
金
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に

伴
う
厚
生
労
働
省
関
係
省
令
の
整
備
等
及
び
経
過
措
置
に
関
す
る
省
令
（
平
成
二
十
六
年
厚
生
労
働
省
令
第
二
十
号
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
七
条
第
三
項
に
後
段
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
改
正
前
確
定
拠
出
年
金
法
施
行
規
則
の
規
定
中
同
表
の
中
欄
に
掲
げ

る
字
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句
と
す
る
。

第
十
七
条
第
三
項
に
次
の
表
を
加
え
る
。

第
三
条
第
一
項
第
六
号

被
用
者
年
金
被
保
険
者
等

第
一
号
等
厚
生
年
金
被
保
険
者
（
確
定
拠
出
年
金
法
等

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
八
年
法
律
第
六

十
六
号
）
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
法
第
二
条

第
六
項
に
規
定
す
る
「
第
一
号
等
厚
生
年
金
被
保
険
者



」
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）

第
六
条
第
一
項
第
五
号

被
用
者
年
金
被
保
険
者
等

第
一
号
等
厚
生
年
金
被
保
険
者
等

第
十
五
条
第
一
項
第
十

算
入
さ
れ
た
期
間

算
入
さ
れ
た
期
間
並
び
に
当
該
算
入
さ
れ
た
期
間
の
開

二
号

始
年
月
及
び
終
了
年
月

事
項

事
項
（
当
該
企
業
型
記
録
関
連
運
営
管
理
機
関
等
の
行

う
記
録
関
連
業
務
に
係
る
事
項
に
限
る
。
）

第
三
十
九
条
第
二
項
第

又
は
受
益
者
等
の
資
格
を
有
し

の
資
格
又
は
加
入
者
の
資
格
の
有
無
に
つ
い
て
の
当
該

二
号
ニ

て
い
な
い
こ
と

事
業
主
の
証
明
書

第
五
十
六
条
第
一
項
第

算
入
さ
れ
た
期
間

算
入
さ
れ
た
期
間
並
び
に
当
該
算
入
さ
れ
た
期
間
の
開

十
二
号

始
年
月
及
び
終
了
年
月

事
項

事
項
（
当
該
個
人
型
記
録
関
連
運
営
管
理
機
関
の
行
う

記
録
関
連
業
務
に
係
る
事
項
に
限
る
。
）

第
四
十
八
条
第
二
項
の
表
第
十
五
条
第
一
項
第
十
二
号
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。



第
十
五
条
第
一
項
第
十

法
第
五
十
四
条
の
二
第
一
項

公
的
年
金
制
度
の
健
全
性
及
び
信
頼
性
の
確
保
の
た
め

二
号

の
厚
生
年
金
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平

成
二
十
五
年
法
律
第
六
十
三
号
。
以
下
「
平
成
二
十
五

年
改
正
法
」
と
い
う
。
）
附
則
第
三
十
八
条
第
三
項
の

規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
法
第
五
十
四
条
の
二
第

一
項

算
入
さ
れ
た
期
間

算
入
さ
れ
た
期
間
並
び
に
当
該
算
入
さ
れ
た
期
間
の
開

始
年
月
及
び
終
了
年
月

事
項

事
項
（
当
該
企
業
型
記
録
関
連
運
営
管
理
機
関
等
の
行

う
記
録
関
連
業
務
に
係
る
事
項
に
限
る
。
）

第
四
十
八
条
第
二
項
の
表
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

第
五
十
六
条
第
一
項
第

算
入
さ
れ
た
期
間

算
入
さ
れ
た
期
間
並
び
に
当
該
算
入
さ
れ
た
期
間
の
開

十
二
号

始
年
月
及
び
終
了
年
月



事
項

事
項
（
当
該
個
人
型
記
録
関
連
運
営
管
理
機
関
の
行
う

記
録
関
連
業
務
に
係
る
事
項
に
限
る
。
）

（
国
民
年
金
基
金
規
則
の
一
部
改
正
）

第
三
条

国
民
年
金
基
金
規
則
（
平
成
二
年
厚
生
省
令
第
五
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

目
次
中
「
第
三
十
五
条
」
の
下
に
「
・
第
三
十
五
条
の
二
」
を
加
え
る
。

第
五
条
の
次
に
次
の
六
条
を
加
え
る
。

（
吸
収
合
併
の
認
可
の
申
請
）

第
五
条
の
二

法
第
百
三
十
七
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
吸
収
合
併
の
認
可
の
申
請
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を

記
載
し
た
申
請
書
を
厚
生
労
働
大
臣
に
提
出
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
行
う
も
の
と
す
る
。

一

吸
収
合
併
を
し
よ
う
と
す
る
基
金
の
名
称
及
び
加
入
員
数

二

吸
収
合
併
存
続
基
金
の
名
称

２

前
項
の
申
請
書
に
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
書
類
を
添
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

吸
収
合
併
契
約
書
の
写
し



二

認
可
の
申
請
前
一
月
以
内
現
在
に
お
け
る
吸
収
合
併
を
し
よ
う
と
す
る
基
金
の
財
産
目
録
及
び
貸
借
対
照
表
並
び
に

責
任
準
備
金
の
額
の
明
細
を
示
し
た
書
類

三

法
第
百
三
十
七
条
の
三
の
三
の
議
決
を
し
た
代
議
員
会
の
議
事
録

３

吸
収
合
併
存
続
基
金
に
つ
い
て
は
、
吸
収
合
併
に
伴
う
規
約
変
更
の
認
可
の
申
請
は
、
吸
収
合
併
の
認
可
の
申
請
と
同

時
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
法
第
百
三
十
七
条
の
三
の
二
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
）

第
五
条
の
三

法
第
百
三
十
七
条
の
三
の
二
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
吸
収
合
併
が
効
力
を
発
生
す
る
予
定
年

月
日
と
す
る
。

（
財
産
目
録
及
び
貸
借
対
照
表
の
閲
覧
の
方
法
）

第
五
条
の
四

法
第
百
三
十
七
条
の
三
の
四
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
書
類
の
閲
覧
は
、
書
面
又
は
電
磁
的
記
録
の
当
該
フ
ァ

イ
ル
若
し
く
は
磁
気
デ
ィ
ス
ク
に
記
録
さ
れ
て
い
る
事
項
を
紙
面
若
し
く
は
当
該
事
務
所
に
設
置
さ
れ
た
入
出
力
装
置
の

映
像
面
に
表
示
す
る
方
法
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

（
吸
収
分
割
の
認
可
の
申
請
）



第
五
条
の
五

法
第
百
三
十
七
条
の
三
の
七
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
吸
収
分
割
の
認
可
の
申
請
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事

項
を
記
載
し
た
申
請
書
を
厚
生
労
働
大
臣
に
提
出
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
行
う
も
の
と
す
る
。

一

吸
収
分
割
を
し
よ
う
と
す
る
基
金
の
名
称

二

吸
収
分
割
承
継
基
金
の
名
称
及
び
そ
の
加
入
員
と
な
る
者
の
数

三

吸
収
分
割
承
継
基
金
が
承
継
す
る
権
利
義
務
の
限
度

２

前
項
の
申
請
書
に
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
書
類
を
添
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

吸
収
分
割
契
約
書
の
写
し

二

認
可
の
申
請
前
一
月
以
内
現
在
に
お
け
る
吸
収
分
割
を
し
よ
う
と
す
る
基
金
の
財
産
目
録
及
び
貸
借
対
照
表
並
び
に

責
任
準
備
金
の
額
の
明
細
を
示
し
た
書
類

三

法
第
百
三
十
七
条
の
三
の
九
の
議
決
を
し
た
代
議
員
会
の
議
事
録

３

吸
収
分
割
承
継
基
金
に
つ
い
て
は
、
吸
収
分
割
に
伴
う
規
約
変
更
の
認
可
の
申
請
は
、
吸
収
分
割
の
認
可
の
申
請
と
同

時
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
法
第
百
三
十
七
条
の
三
の
八
第
三
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
）



第
五
条
の
六

法
第
百
三
十
七
条
の
三
の
八
第
三
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
吸
収
分
割
が
効
力
を
発
生
す
る

予
定
年
月
日
と
す
る
。

（
財
産
目
録
及
び
貸
借
対
照
表
の
閲
覧
の
方
法
）

第
五
条
の
七

法
第
百
三
十
七
条
の
三
の
十
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
書
類
の
閲
覧
は
、
書
面
又
は
電
磁
的
記
録
の
当
該
フ
ァ

イ
ル
若
し
く
は
磁
気
デ
ィ
ス
ク
に
記
録
さ
れ
て
い
る
事
項
を
紙
面
若
し
く
は
当
該
事
務
所
に
設
置
さ
れ
た
入
出
力
装
置
の

映
像
面
に
表
示
す
る
方
法
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

第
六
条
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

２

第
五
条
の
二
第
一
項
の
申
請
は
、
吸
収
合
併
存
続
基
金
を
管
轄
す
る
地
方
厚
生
局
長
等
を
経
由
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

３

第
五
条
の
五
第
一
項
の
申
請
は
、
吸
収
分
割
承
継
基
金
を
管
轄
す
る
地
方
厚
生
局
長
等
を
経
由
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

第
七
条
第
二
項
第
三
号
中
「
み
な
さ
れ
る
者
」
の
下
に
「
（
同
条
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
者
に
限
る
。
）
」
を
加
え
、

「
同
条
第
一
項
第
二
号
」
を
「
同
号
」
に
改
め
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
在
外
邦
人
に
よ
る
加
入
の
申
出
）

第
七
条
の
二

法
附
則
第
五
条
第
十
三
項
の
規
定
に
よ
る
申
出
は
、
前
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
出
書



を
、
法
附
則
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
被
保
険
者
（
同
項
第
三
号
に
掲
げ
る
者
に
限
る
。
）
が
、
住
所
を
有
し
て
い

た
地
区
に
係
る
地
域
型
基
金
又
は
そ
の
者
が
加
入
し
て
い
た
職
能
型
基
金
に
提
出
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
行
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

２

前
項
の
申
出
書
に
は
、
次
の
各
号
に
規
定
す
る
書
類
を
添
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

前
条
第
二
項
第
二
号
に
掲
げ
る
書
類

二

法
附
則
第
五
条
第
一
項
第
三
号
に
掲
げ
る
者
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
書
類

第
二
十
二
条
第
一
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

七

法
第
五
十
二
条
の
二
の
死
亡
一
時
金
の
支
給
を
受
け
、
又
は
受
け
よ
う
と
す
る
場
合
は
そ
の
旨

第
二
十
二
条
第
二
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

五

法
第
五
十
二
条
の
二
の
死
亡
一
時
金
の
支
給
を
受
け
て
い
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
死
亡
一
時
金
の
支
給
を
受
け

て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
書
類

第
一
章
第
六
節
中
第
三
十
五
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
年
金
の
過
誤
払
に
よ
る
返
還
金
債
権
へ
の
充
当
）



第
三
十
五
条
の
二

法
第
百
三
十
三
条
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
二
十
一
条
の
二
の
規
定
に
よ
る
基
金
が
支
給
す
る
年
金
の

支
払
金
の
金
額
の
過
誤
払
に
よ
る
返
還
金
債
権
へ
の
充
当
は
、
基
金
が
支
給
す
る
年
金
の
受
給
権
者
の
死
亡
を
支
給
事
由

と
す
る
基
金
が
支
給
す
る
一
時
金
の
受
給
権
者
が
、
当
該
年
金
の
受
給
権
者
の
死
亡
に
伴
う
当
該
年
金
の
支
払
金
の
金
額

の
過
誤
払
に
よ
る
返
還
金
債
権
に
係
る
債
務
の
弁
済
を
す
べ
き
者
で
あ
る
場
合
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

第
三
十
九
条
第
二
項
中
「
み
な
さ
れ
た
者
」
の
下
に
「
（
同
条
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
者
に
限
る
。
）
」
を
加
え
、
同

条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３

基
金
は
、
法
附
則
第
五
条
第
十
二
項
の
規
定
に
よ
り
第
一
号
被
保
険
者
と
み
な
さ
れ
た
者
（
同
条
第
一
項
第
三
号
に
掲

げ
る
者
に
限
る
。
）
が
初
め
て
当
該
基
金
の
加
入
員
の
資
格
を
取
得
し
た
場
合
に
は
、
加
入
員
番
号
を
定
め
た
後
、
第
一

項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
加
入
員
証
を
作
成
し
て
加
入
員
に
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
六
十
三
条
第
一
項
の
表
第
三
十
五
条
の
項
中
「
第
三
十
五
条
」
の
下
に
「
及
び
第
三
十
五
条
の
二
」
を
加
え
、
同
条
第

二
項
の
表
第
三
十
五
条
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

第
三
十
五
条
の
二

法
第
百
三
十
三
条

法
第
百
三
十
七
条
の
二
十
一
第
一
項

第
六
十
四
条
第
一
号
中
「
四
号
」
を
「
第
四
号
」
に
改
め
、
同
条
第
三
号
の
次
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。



三
の
二

第
五
条
の
二
第
二
項
第
二
号
に
規
定
す
る
責
任
準
備
金
の
額
の
明
細
を
示
し
た
書
類

三
の
三

第
五
条
の
五
第
二
項
第
二
号
に
規
定
す
る
責
任
準
備
金
の
額
の
明
細
を
示
し
た
書
類

第
六
十
四
条
中
第
九
号
を
削
り
、
第
十
号
を
第
九
号
と
す
る
。

第
六
十
六
条
第
一
項
中
「
掲
げ
る
権
限
」
の
下
に
「
（
法
第
百
三
十
七
条
の
三
の
規
定
に
よ
る
吸
収
合
併
に
よ
り
そ
の
地

区
を
全
国
と
し
た
地
域
型
基
金
に
係
る
権
限
に
つ
い
て
は
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
及
び
第
六
号
か
ら
第
八
号
ま
で
に
掲
げ

る
権
限
）
」
を
加
え
る
。

（
国
民
年
金
基
金
及
び
国
民
年
金
基
金
連
合
会
の
財
務
及
び
会
計
に
関
す
る
省
令
の
一
部
改
正
）

第
四
条

国
民
年
金
基
金
及
び
国
民
年
金
基
金
連
合
会
の
財
務
及
び
会
計
に
関
す
る
省
令
（
平
成
三
年
厚
生
省
令
第
九
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
第
二
項
に
後
段
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
国
民
年
金
法
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
百
三
十
七
条
の
三
の
規
定
に
よ
る
吸
収
合
併
に
よ

り
そ
の
地
区
を
全
国
と
す
る
地
域
型
基
金
は
、
厚
生
労
働
大
臣
の
承
認
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
五
条
第
二
号
中
「
国
民
年
金
法
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
」
を
「
法
」
に
改
め
る
。



第
八
条
の
見
出
し
中
「
認
可
」
を
「
届
出
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
予
算
の
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
」
を
「
予
算

を
届
け
出
る
」
に
、
「
申
請
書
」
を
「
届
書
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
規
定
に
よ
り
」
を
「
規
定
に
よ
る
」
に
、
「
認

可
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
」
を
「
届
出
」
に
、
「
申
請
書
」
を
「
届
書
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
申
請
書
」
を
「
届

書
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項
中
「
認
可
の
申
請
は
」
を
「
届
出
は
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

６

法
第
百
三
十
七
条
の
三
の
規
定
に
よ
る
吸
収
合
併
が
行
わ
れ
る
場
合
に
お
け
る
法
第
百
三
十
七
条
の
三
の
二
に
規
定
す

る
吸
収
合
併
存
続
基
金
の
当
該
吸
収
合
併
の
効
力
が
発
生
す
る
日
の
属
す
る
年
度
の
予
算
の
届
出
又
は
予
算
の
変
更
の
届

出
は
、
第
一
項
又
は
第
三
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
吸
収
合
併
の
認
可
の
申
請
と
同
時
に
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

７

法
第
百
三
十
七
条
の
三
の
七
の
規
定
に
よ
る
吸
収
分
割
が
行
わ
れ
る
場
合
に
お
け
る
同
条
第
二
項
に
規
定
す
る
吸
収
分

割
承
継
基
金
の
当
該
吸
収
分
割
の
効
力
が
発
生
す
る
日
の
属
す
る
年
度
の
予
算
の
届
出
又
は
予
算
の
変
更
の
届
出
は
、
第

一
項
又
は
第
三
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
吸
収
分
割
の
認
可
の
申
請
と
同
時
に
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
二
条
第
二
項
を
削
り
、
同
条
第
三
項
中
「
前
項
の
規
定
に
よ
る
承
認
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
予
算
の
流
用
」

を
「
予
算
で
指
定
す
る
経
費
の
金
額
に
つ
い
て
予
算
の
流
用
を
す
る
場
合
」
に
、
「
予
備
費
の
使
用
に
あ
っ
て
は
」
を
「
予



算
で
指
定
す
る
経
費
の
金
額
に
つ
い
て
予
備
費
を
使
用
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
二
項
と
す
る
。

第
二
十
条
中
「
第
十
四
条
の
四
第
二
項
第
一
号
及
び
第
三
号
」
を
「
第
八
条
第
六
項
及
び
第
七
項
」
に
改
め
、
同
条
の
表

第
八
条
第
一
項
の
項
か
ら
第
八
条
第
四
項
の
項
ま
で
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
八
条
第
一
項

第
二
十
七
条

第
五
十
一
条
に
お
い
て
準
用
す
る
令
第
二
十
七

条

予
算
を
届
け
出
る

予
算
の
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る

届
書

申
請
書

第
八
条
第
二
項

加
入
員

会
員
並
び
に
中
途
脱
退
者
及
び
解
散
基
金
加
入

員

第
八
条
第
三
項

令
第
二
十
七
条

令
第
五
十
一
条
に
お
い
て
準
用
す
る
令
第
二
十

七
条

規
定
に
よ
る

規
定
に
よ
り

届
出

認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き



届
書

申
請
書

第
八
条
第
四
項

第
四
条
第
二
項

第
二
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
四
条
第
二
項

届
書

申
請
書

第
八
条
第
五
項

届
出

認
可
の
申
請

第
二
十
条
の
表
第
十
二
条
第
一
項
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

第
十
二
条
第
二
項

金
額
に
つ
い
て
予
算
の
流
用
を
す
る
場
合

金
額
に
つ
い
て
は
、
厚
生
労
働
大
臣
の
承
認
を

に
あ
っ
て
は

受
け
な
け
れ
ば
、
相
互
流
用
し
、
又
は
こ
れ
に

予
備
費
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
の

場
合
に
お
い
て
、
予
算
の
流
用
を
す
る
と
き
は

予
算
で
指
定
す
る
経
費
の
金
額
に
つ
い
て

予
備
費
を
使
用
す
る
と
き
は

予
備
費
の
使
用
を
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は

（
会
社
分
割
に
伴
う
労
働
契
約
の
承
継
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
五
条

会
社
分
割
に
伴
う
労
働
契
約
の
承
継
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
十
二
年
労
働
省
令
第
四
十
八
号
）
の
一
部



を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
条
の
表
以
外
の
部
分
及
び
同
表
第
一
条
本
文
の
項
並
び
に
第
六
条
の
表
以
外
の
部
分
及
び
同
表
第
一
条
本
文
の
項
中

「
第
一
条
本
文
」
を
「
第
一
条
各
号
列
記
以
外
の
部
分
」
に
改
め
る
。

第
六
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

第
七
条

第
一
条
か
ら
第
四
条
ま
で
の
規
定
は
、
国
民
年
金
法
（
昭
和
三
十
四
年
法
律
第
百
四
十
一
号
）
第
百
三
十
七
条
の

三
の
七
第
一
項
に
規
定
す
る
吸
収
分
割
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
規
定
（
第
一
条
各
号
列

記
以
外
の
部
分
及
び
同
条
第
二
号
を
除
く
。
）
中
「
分
割
会
社
」
と
あ
る
の
は
「
分
割
基
金
」
と
、
「
承
継
会
社
等
」
と

あ
る
の
は
「
承
継
基
金
」
と
、
「
分
割
契
約
等
」
と
あ
る
の
は
「
吸
収
分
割
契
約
」
と
、
「
会
社
分
割
」
と
あ
る
の
は
「

基
金
分
割
」
と
読
み
替
え
る
ほ
か
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
規
定
中
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表

の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句
に
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
一
条
各
号
列
記
以

会
社
分
割
に
伴
う
労
働
契
約
の
承
継
等
に

国
民
年
金
法
（
昭
和
三
十
四
年
法
律
第
百
四
十

外
の
部
分

関
す
る
法
律

一
号
）
第
百
三
十
七
条
の
三
の
十
三
に
お
い
て

準
用
す
る
会
社
分
割
に
伴
う
労
働
契
約
の
承
継



等
に
関
す
る
法
律

第
一
条
第
二
号

法
第
二
条
第
一
項
の
分
割
（
以
下
「
会
社

国
民
年
金
法
第
百
三
十
七
条
の
三
の
七
第
一
項

分
割

の
吸
収
分
割
（
以
下
「
基
金
分
割

同
条
第
二
項
の
会
社
（
以
下
「
分
割
会
社

同
条
第
二
項
の
吸
収
分
割
基
金
（
以
下
「
分
割

基
金

同
条
第
一
項
の
分
割
契
約
等
（
以
下
「
分

同
項
の
吸
収
分
割
契
約
（
以
下
「
吸
収
分
割
契

割
契
約
等

約

同
条
第
一
項
の
承
継
会
社
等
（
以
下
「
承

同
項
の
吸
収
分
割
承
継
基
金
（
以
下
「
承
継
基

継
会
社
等

金

分
割
契
約
等
に
係
る
会
社
分
割

吸
収
分
割
契
約
に
係
る
基
金
分
割

分
割
会
社
か
ら
承
継
会
社
等

分
割
基
金
か
ら
承
継
基
金

第
一
条
第
四
号

商
号
、
住
所
（
会
社
法
（
平
成
十
七
年
法

名
称
、
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

律
第
八
十
六
号
）
第
七
百
六
十
三
条
第
一



項
に
規
定
す
る
新
設
分
割
設
立
会
社
に
あ

っ
て
は
所
在
地
）

第
二
章

経
過
措
置

（
個
人
型
年
金
加
入
者
と
な
る
こ
と
が
で
き
る
企
業
型
年
金
加
入
者
の
資
格
を
取
得
し
た
場
合
の
個
人
別
管
理
資
産
を
移
換

し
な
い
こ
と
の
申
出
）

第
六
条

個
人
型
年
金
加
入
者
（
確
定
拠
出
年
金
法
（
平
成
十
三
年
法
律
第
八
十
八
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
二
条
第

十
項
に
規
定
す
る
個
人
型
年
金
加
入
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
が
、
確
定
拠
出
年
金
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施

行
に
伴
う
関
係
政
令
の
整
備
等
及
び
経
過
措
置
に
関
す
る
政
令
（
平
成
二
十
八
年
政
令
第
三
百
十
号
。
以
下
「
平
成
二
十
八

年
改
正
政
令
」
と
い
う
。
）
第
七
条
に
規
定
す
る
経
過
期
間
（
以
下
単
に
「
経
過
期
間
」
と
い
う
。
）
に
、
新
た
に
企
業
型

年
金
（
法
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
企
業
型
年
金
を
い
い
、
そ
の
企
業
型
年
金
規
約
（
法
第
四
条
第
三
項
に
規
定
す
る
企

業
型
年
金
規
約
を
い
う
。
）
に
お
い
て
企
業
型
年
金
加
入
者
（
法
第
二
条
第
八
項
に
規
定
す
る
企
業
型
年
金
加
入
者
を
い
う

。
以
下
同
じ
。
）
が
個
人
型
年
金
加
入
者
と
な
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
定
め
て
い
る
も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の
条
及
び
次

条
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
企
業
型
年
金
加
入
者
の
資
格
を
取
得
し
た
場
合
に
お
い
て
、
平
成
二
十
八
年
改
正
政
令
第
七
条
の



規
定
に
よ
り
そ
の
個
人
型
年
金
（
法
第
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
個
人
型
年
金
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
個
人
別
管
理
資

産
（
法
第
二
条
第
十
二
項
に
規
定
す
る
個
人
別
管
理
資
産
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
を
移
換
し
な
い
こ
と
の
申
出
を
す
る
場

合
に
は
、
当
該
個
人
型
年
金
加
入
者
が
企
業
型
年
金
の
企
業
型
年
金
加
入
者
の
資
格
を
取
得
し
た
日
（
当
該
資
格
を
取
得
し

た
日
に
申
し
出
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
正
当
な
理
由
が
あ
る
と
き
は
当
該
資
格
を
取
得
し
た
日
か
ら
五
日
以

内
で
あ
っ
て
経
過
期
間
内
の
日
）
に
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
出
書
を
当
該
企
業
型
年
金
の
企
業
型
記
録

関
連
運
営
管
理
機
関
等
（
法
第
十
七
条
に
規
定
す
る
企
業
型
記
録
関
連
運
営
管
理
機
関
等
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
提
出

す
る
こ
と
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

一

個
人
型
年
金
の
個
人
型
記
録
関
連
運
営
管
理
機
関
（
法
第
六
十
六
条
第
三
項
に
規
定
す
る
個
人
型
記
録
関
連
運
営
管
理

機
関
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
名
称
、
住
所
及
び
登
録
番
号

二

個
人
型
年
金
の
個
人
別
管
理
資
産
を
移
換
し
な
い
旨

２

企
業
型
年
金
を
実
施
す
る
事
業
主
は
、
平
成
二
十
八
年
改
正
政
令
第
七
条
の
規
定
に
係
る
個
人
別
管
理
資
産
の
移
換
に
関

す
る
事
項
に
つ
い
て
、
そ
の
実
施
す
る
企
業
型
年
金
の
企
業
型
年
金
加
入
者
の
資
格
を
取
得
し
た
者
（
経
過
期
間
に
資
格
を

取
得
し
た
者
に
限
る
。
）
に
説
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。



３

前
二
項
の
規
定
は
、
個
人
型
年
金
運
用
指
図
者
（
法
第
二
条
第
十
一
項
に
規
定
す
る
個
人
型
年
金
運
用
指
図
者
を
い
う
。

以
下
同
じ
。
）
が
、
経
過
期
間
に
、
新
た
に
企
業
型
年
金
の
企
業
型
年
金
加
入
者
の
資
格
を
取
得
し
た
場
合
に
お
い
て
、
平

成
二
十
八
年
改
正
政
令
第
八
条
の
規
定
に
よ
り
そ
の
個
人
型
年
金
の
個
人
別
管
理
資
産
を
移
換
し
な
い
こ
と
の
申
出
を
す
る

場
合
に
準
用
す
る
。

（
個
人
型
年
金
加
入
者
又
は
個
人
型
年
金
運
用
指
図
者
で
も
あ
る
企
業
型
年
金
加
入
者
が
企
業
型
年
金
加
入
者
の
資
格
を
喪

失
し
た
場
合
の
個
人
別
管
理
資
産
の
移
換
の
申
出
等
）

第
七
条

企
業
型
年
金
の
企
業
型
年
金
加
入
者
が
、
経
過
期
間
に
、
当
該
企
業
型
年
金
加
入
者
の
資
格
を
喪
失
し
た
場
合
で
あ

っ
て
、
新
た
に
企
業
型
年
金
加
入
者
の
資
格
を
取
得
せ
ず
、
か
つ
、
引
き
続
き
個
人
型
年
金
加
入
者
で
あ
る
場
合
に
お
い
て

、
平
成
二
十
八
年
改
正
政
令
第
九
条
の
規
定
に
よ
り
そ
の
企
業
型
年
金
の
個
人
別
管
理
資
産
の
移
換
の
申
出
を
す
る
場
合
に

は
、
当
該
企
業
型
年
金
加
入
者
が
そ
の
資
格
を
喪
失
し
た
日
（
当
該
資
格
を
喪
失
し
た
日
に
申
し
出
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る

こ
と
に
つ
い
て
正
当
な
理
由
が
あ
る
と
き
は
当
該
資
格
を
喪
失
し
た
日
か
ら
五
日
以
内
で
あ
っ
て
経
過
期
間
内
の
日
）
に
、

次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
出
書
を
連
合
会
（
法
第
二
条
第
五
項
に
規
定
す
る
連
合
会
を
い
う
。
以
下
同
じ
。

）
に
提
出
す
る
こ
と
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。



一

当
該
企
業
型
年
金
を
実
施
す
る
事
業
主
及
び
当
該
企
業
型
年
金
の
企
業
型
記
録
関
連
運
営
管
理
機
関
等
の
名
称
、
住
所

及
び
登
録
番
号

二

企
業
型
年
金
の
個
人
別
管
理
資
産
を
移
換
す
る
旨

２

前
項
に
規
定
す
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
企
業
型
年
金
の
企
業
型
記
録
関
連
運
営
管
理
機
関
等
及
び
個
人
型
年
金
の
個
人

型
特
定
運
営
管
理
機
関
（
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
確
定
拠
出
年
金
法
施
行
規
則
（
平
成
十
三
年
厚
生
労
働
省
令
第

百
七
十
五
号
。
以
下
「
改
正
後
確
定
拠
出
年
金
法
施
行
規
則
」
と
い
う
。
）
第
六
十
六
条
第
二
項
に
規
定
す
る
個
人
型
特
定

運
営
管
理
機
関
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
は
、
連
合
会
の
指
示
が
あ
っ
た
と
き
は
、
速
や
か
に
平
成
二
十
八
年
改
正
政
令
第

九
条
の
移
換
の
申
出
を
し
た
者
の
改
正
後
確
定
拠
出
年
金
法
施
行
規
則
第
十
五
条
第
一
項
各
号
又
は
第
五
十
六
条
第
一
項
各

号
に
掲
げ
る
事
項
を
個
人
型
年
金
の
個
人
型
記
録
関
連
運
営
管
理
機
関
に
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

３

平
成
二
十
八
年
改
正
政
令
第
九
条
に
規
定
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
企
業
型
年
金
の
資
産
管
理
機
関
は
、
当
該
企
業
型
年

金
の
企
業
型
記
録
関
連
運
営
管
理
機
関
等
の
指
示
に
基
づ
い
て
、
速
や
か
に
、
同
条
の
規
定
に
よ
る
個
人
別
管
理
資
産
の
移

換
及
び
返
還
資
産
額
（
法
第
三
条
第
三
項
第
十
号
に
規
定
す
る
返
還
資
産
額
を
い
う
。
次
項
及
び
第
七
項
に
お
い
て
同
じ
。

）
に
相
当
す
る
金
銭
の
当
該
企
業
型
年
金
を
実
施
す
る
事
業
主
へ
の
返
還
（
次
項
に
規
定
す
る
場
合
に
限
る
。
）
を
行
う
も



の
と
す
る
。

４

企
業
型
年
金
の
加
入
者
資
格
を
喪
失
し
た
者
に
つ
い
て
返
還
資
産
額
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
者
に
係
る
平
成
二
十
八
年
改

正
政
令
第
九
条
の
規
定
に
よ
り
当
該
企
業
型
年
金
の
資
産
管
理
機
関
が
移
換
す
べ
き
個
人
別
管
理
資
産
は
、
当
該
返
還
資
産

額
を
控
除
し
た
額
に
相
当
す
る
資
産
と
す
る
。

５

連
合
会
は
、
平
成
二
十
八
年
改
正
政
令
第
九
条
の
規
定
に
よ
り
個
人
別
管
理
資
産
が
連
合
会
に
移
換
さ
れ
た
と
き
は
、
そ

の
旨
を
当
該
個
人
別
管
理
資
産
が
移
換
さ
れ
た
者
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

６

企
業
型
年
金
を
実
施
す
る
事
業
主
は
、
平
成
二
十
八
年
改
正
政
令
第
九
条
の
規
定
に
係
る
個
人
別
管
理
資
産
の
移
換
に
関

す
る
事
項
に
つ
い
て
、
そ
の
実
施
す
る
企
業
型
年
金
の
企
業
型
年
金
加
入
者
の
資
格
を
喪
失
し
た
者
（
経
過
期
間
に
資
格
を

喪
失
し
た
者
に
限
る
。
）
に
説
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

７

個
人
型
記
録
関
連
運
営
管
理
機
関
は
、
平
成
二
十
八
年
改
正
政
令
第
九
条
の
規
定
に
よ
り
企
業
型
年
金
か
ら
個
人
別
管
理

資
産
の
移
換
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
あ
る
個
人
型
年
金
加
入
者
に
つ
い
て
、
当
該
企
業
型
年
金
を
実
施
す
る
者
の
名
称
、
住
所

並
び
に
そ
れ
ら
の
資
格
の
取
得
及
び
喪
失
の
年
月
日
並
び
に
当
該
資
産
の
移
換
が
行
わ
れ
た
年
月
日
、
移
換
額
、
事
業
主
へ

の
返
還
資
産
額
そ
の
他
移
換
に
関
す
る
事
項
を
当
該
個
人
型
年
金
加
入
者
に
係
る
法
第
六
十
七
条
第
二
項
に
規
定
す
る
帳
簿



に
記
録
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

８

企
業
型
年
金
の
企
業
型
記
録
関
連
運
営
管
理
機
関
等
及
び
資
産
管
理
機
関
、
連
合
会
並
び
に
個
人
型
年
金
の
個
人
型
記
録

関
連
運
営
管
理
機
関
及
び
個
人
型
特
定
運
営
管
理
機
関
は
、
第
一
項
か
ら
前
項
ま
で
の
規
定
の
実
施
の
た
め
に
必
要
な
行
為

を
行
う
と
き
は
、
法
令
に
別
段
の
定
め
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
速
や
か
に
、
そ
の
行
為
を
行
う
も
の
と
す
る
。

９

第
一
項
か
ら
前
項
ま
で
の
規
定
は
、
企
業
型
年
金
の
企
業
型
年
金
加
入
者
が
、
経
過
期
間
に
、
当
該
企
業
型
年
金
加
入
者

の
資
格
を
喪
失
し
た
場
合
で
あ
っ
て
、
新
た
に
企
業
型
年
金
加
入
者
の
資
格
を
取
得
せ
ず
、
か
つ
、
引
き
続
き
個
人
型
年
金

運
用
指
図
者
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
平
成
二
十
八
年
改
正
政
令
第
十
条
の
規
定
に
よ
り
そ
の
企
業
型
年
金
の
個
人
別
管
理

資
産
の
移
換
の
申
出
を
す
る
場
合
に
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
二
項
中
「
通
知
」
と
あ
る
の
は
、
「
通
知
す
る

も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
第
十
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
申
出
を
し
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
企
業
型
年
金
の
企
業
型
記
録

関
連
運
営
管
理
機
関
等
は
、
連
合
会
の
指
示
が
あ
っ
た
と
き
は
、
速
や
か
に
、
平
成
二
十
八
年
改
正
政
令
第
十
条
の
移
換
の

申
出
を
し
た
者
の
改
正
後
確
定
拠
出
年
金
法
施
行
規
則
第
十
五
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
個
人
型
年
金
の
個
人
型
特

定
運
営
管
理
機
関
に
通
知
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

企
業
型
年
金
の
企
業
型
年
金
加
入
者
が
、
経
過
期
間
に
、
当
該
企
業
型
年
金
加
入
者
の
資
格
を
喪
失
し
た
場
合
で
あ
っ
て

10



、
新
た
に
企
業
型
年
金
加
入
者
の
資
格
を
取
得
せ
ず
、
か
つ
、
引
き
続
き
個
人
型
年
金
運
用
指
図
者
で
あ
る
場
合
に
お
い
て

、
当
該
企
業
型
年
金
の
企
業
型
年
金
加
入
者
で
あ
っ
た
者
が
、
そ
の
企
業
型
年
金
の
個
人
別
管
理
資
産
に
つ
い
て
法
附
則
第

三
条
第
一
項
の
脱
退
一
時
金
の
請
求
を
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
平
成
二
十
八
年
改
正
政
令
第
十
条
の
規
定
に
よ
る
当
該
企

業
型
年
金
の
個
人
別
管
理
資
産
の
移
換
の
申
出
を
同
時
に
行
う
も
の
と
す
る
。

経
過
期
間
に
お
け
る
改
正
後
確
定
拠
出
年
金
法
施
行
規
則
第
六
十
九
条
第
三
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「

11
第
八
十
三
条
ま
で
」
と
あ
る
の
は
、
「
第
八
十
三
条
ま
で
並
び
に
確
定
拠
出
年
金
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に

伴
う
関
係
政
令
の
整
備
等
及
び
経
過
措
置
に
関
す
る
政
令
（
平
成
二
十
八
年
政
令
第
三
百
十
号
）
第
九
条
及
び
第
十
条
」
と

す
る
。附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
九
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
し
、
第
四
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
国
民
年
金
基
金
及
び
国

民
年
金
基
金
連
合
会
の
財
務
及
び
会
計
に
関
す
る
省
令
第
八
条
及
び
第
十
二
条
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
同
令
第
二
十
条
に
お
い

て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
は
、
国
民
年
金
基
金
又
は
国
民
年
金
基
金
連
合
会
の
平
成
二
十
九
年
度



の
予
算
か
ら
適
用
す
る
。
た
だ
し
、
附
則
第
五
条
の
規
定
は
、
こ
の
省
令
の
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
企
業
型
年
金
加
入
者
等
原
簿
及
び
個
人
型
年
金
加
入
者
等
原
簿
の
作
成
及
び
保
存
に
係
る
経
過
措
置
）

第
二
条

改
正
後
確
定
拠
出
年
金
法
施
行
規
則
第
十
五
条
第
一
項
第
十
一
号
及
び
第
五
十
六
条
第
一
項
第
十
一
号
並
び
に
第
二

条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
公
的
年
金
制
度
の
健
全
性
及
び
信
頼
性
の
確
保
の
た
め
の
厚
生
年
金
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
厚
生
労
働
省
関
係
省
令
の
整
備
等
及
び
経
過
措
置
に
関
す
る
省
令
（
平
成
二
十
六
年
厚
生
労
働
省

令
第
二
十
号
）
第
十
七
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
、
同
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え

て
適
用
す
る
同
令
第
三
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
確
定
拠
出
年
金
法
施
行
規
則
第
十
五
条
第
一
項
第
十
二
号
及
び
第
五
十

六
条
第
一
項
第
十
二
号
の
規
定
は
、
平
成
三
十
年
一
月
一
日
以
後
に
行
わ
れ
る
法
第
五
十
四
条
（
公
的
年
金
制
度
の
健
全
性

及
び
信
頼
性
の
確
保
の
た
め
の
厚
生
年
金
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
六
十
三
号
）
附
則

第
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
資
産
の
移
換
又
は
法
第
五
十
四
条

の
二
（
同
項
及
び
同
法
附
則
第
三
十
八
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
若
し
く
は
第
七

十
四
条
の
二
（
同
法
附
則
第
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
脱
退
一

時
金
相
当
額
等
の
移
換
に
つ
い
て
適
用
す
る
。



（
加
入
者
等
へ
の
通
知
事
項
に
係
る
経
過
措
置
）

第
三
条

改
正
後
確
定
拠
出
年
金
法
施
行
規
則
第
二
十
一
条
第
一
項
（
第
十
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
の
規
定
は
、
こ
の
省

令
の
施
行
の
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
か
ら
起
算
し
て
一
年
を
経
過
す
る
日
ま
で
の
間
は
、
適
用
し
な
い
。

（
老
齢
給
付
金
の
裁
定
の
請
求
等
に
係
る
経
過
措
置
）

第
四
条

改
正
後
確
定
拠
出
年
金
法
施
行
規
則
第
二
十
二
条
の
二
第
三
項
及
び
第
四
項
の
規
定
（
改
正
後
確
定
拠
出
年
金
法
施

行
規
則
第
五
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
は
、
施
行
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
を
経
過
す
る
日
ま
で
の
間
は

、
適
用
し
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
企
業
型
年
金
加
入
者
で
あ
っ
た
者
（
二
以
上
の
記
録
関
連
運
営
管
理
機
関
等
（
企

業
型
記
録
関
連
運
営
管
理
機
関
等
又
は
個
人
型
記
録
関
連
運
営
管
理
機
関
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
又
は
連
合
会
に
お
い
て

法
第
三
十
三
条
第
一
項
の
通
算
加
入
者
等
期
間
の
算
定
の
基
礎
と
な
る
期
間
を
有
す
る
者
で
あ
っ
て
、
同
項
各
号
に
掲
げ
る

も
の
の
う
ち
、
当
該
請
求
を
受
け
た
企
業
型
記
録
関
連
運
営
管
理
機
関
等
が
有
す
る
同
項
の
通
算
加
入
者
等
期
間
の
算
定
の

基
礎
と
な
る
期
間
が
当
該
各
号
に
定
め
る
年
数
又
は
月
数
未
満
で
あ
る
も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
は

、
老
齢
給
付
金
の
支
給
を
請
求
す
る
企
業
型
記
録
関
連
運
営
管
理
機
関
等
以
外
の
記
録
関
連
運
営
管
理
機
関
等
又
は
連
合
会

が
発
行
し
た
加
入
者
等
期
間
証
明
書
を
、
老
齢
給
付
金
の
支
給
を
請
求
す
る
企
業
型
記
録
関
連
運
営
管
理
機
関
等
に
提
出
す



る
も
の
と
す
る
。

２

前
項
の
加
入
者
等
期
間
証
明
書
に
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
当
該
老
齢
給
付
金
の
支
給
の
請
求
を
受
け
た
企
業
型
記
録
関

連
運
営
管
理
機
関
等
以
外
の
記
録
関
連
運
営
管
理
機
関
等
又
は
連
合
会
が
発
行
す
る
場
合
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る
事

項
を
記
載
す
る
も
の
と
す
る
。

一

当
該
請
求
者
に
係
る
記
録
関
連
業
務
を
行
う
企
業
型
記
録
関
連
運
営
管
理
機
関
等

当
該
請
求
者
の
氏
名
並
び
に
当
該

者
に
係
る
改
正
後
確
定
拠
出
年
金
法
施
行
規
則
第
十
五
条
第
一
項
第
一
号
、
第
二
号
、
第
三
号
（
法
第
四
章
の
規
定
に
よ

り
個
人
別
管
理
資
産
の
移
換
が
行
わ
れ
た
他
の
企
業
型
年
金
又
は
個
人
型
年
金
の
資
格
の
取
得
及
び
喪
失
の
年
月
日
の
部

分
に
限
る
。
）
、
第
七
号
、
第
八
号
（
法
附
則
第
二
条
の
二
及
び
第
三
条
の
規
定
に
よ
る
脱
退
一
時
金
を
支
給
し
た
年
月

日
の
部
分
に
限
る
。
）
、
第
十
一
号
（
資
産
又
は
脱
退
一
時
金
相
当
額
等
の
移
換
が
行
わ
れ
た
年
月
日
、
通
算
加
入
者
等

期
間
に
算
入
さ
れ
た
期
間
並
び
に
当
該
算
入
さ
れ
た
期
間
の
開
始
年
月
及
び
終
了
年
月
の
部
分
に
限
る
。
）
及
び
第
十
七

号
に
掲
げ
る
事
項
そ
の
他
当
該
老
齢
給
付
金
の
裁
定
に
必
要
な
記
録
に
関
す
る
事
項

二

当
該
請
求
者
に
係
る
記
録
関
連
業
務
を
行
う
個
人
型
記
録
関
連
運
営
管
理
機
関
又
は
連
合
会

当
該
請
求
者
の
氏
名
並

び
に
当
該
者
に
係
る
改
正
後
確
定
拠
出
年
金
法
施
行
規
則
第
五
十
六
条
第
一
項
第
一
号
、
第
二
号
、
第
三
号
（
法
第
四
章



の
規
定
に
よ
り
個
人
別
管
理
資
産
の
移
換
が
行
わ
れ
た
他
の
企
業
型
年
金
又
は
個
人
型
年
金
の
資
格
の
取
得
及
び
喪
失
の

年
月
日
の
部
分
に
限
る
。
）
、
第
七
号
、
第
八
号
（
法
附
則
第
二
条
の
二
及
び
第
三
条
の
規
定
に
よ
る
脱
退
一
時
金
を
支

給
し
た
年
月
日
の
部
分
に
限
る
。
）
、
第
十
一
号
（
資
産
又
は
脱
退
一
時
金
相
当
額
等
の
移
換
が
行
わ
れ
た
年
月
日
、
通

算
加
入
者
等
期
間
に
算
入
さ
れ
た
期
間
並
び
に
当
該
算
入
さ
れ
た
期
間
の
開
始
年
月
及
び
終
了
年
月
の
部
分
に
限
る
。
）

及
び
第
十
六
号
に
掲
げ
る
事
項
そ
の
他
当
該
老
齢
給
付
金
の
裁
定
に
必
要
な
記
録
に
関
す
る
事
項

３

第
一
項
の
加
入
者
等
期
間
証
明
書
は
、
同
項
の
企
業
型
年
金
加
入
者
で
あ
っ
た
者
か
ら
の
請
求
に
基
づ
き
発
行
さ
れ
る
も

の
と
す
る
。

４

第
一
項
の
場
合
に
お
け
る
改
正
後
確
定
拠
出
年
金
法
施
行
規
則
第
十
五
条
第
一
項
、
第
二
十
六
条
第
一
項
及
び
第
五
十
六

条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
改
正
後
確
定
拠
出
年
金
法
施
行
規
則
第
十
五
条
第
一
項
第
十
四
号
中
「
第
二
十
二

条
の
二
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
提
供
さ
れ
た
」
と
あ
る
の
は
「
確
定
拠
出
年
金
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴

う
厚
生
労
働
省
関
係
省
令
の
整
備
等
及
び
経
過
措
置
に
関
す
る
省
令
（
平
成
二
十
八
年
厚
生
労
働
省
令
第
百
五
十
九
号
。
第

二
十
六
条
第
一
項
第
六
号
及
び
第
五
十
六
条
第
一
項
第
十
四
号
に
お
い
て
「
平
成
二
十
八
年
改
正
省
令
」
と
い
う
。
）
附
則

第
四
条
第
三
項
に
基
づ
き
発
行
さ
れ
た
加
入
者
等
期
間
証
明
書
」
と
、
第
二
十
六
条
第
一
項
第
六
号
中
「
第
二
十
二
条
の
二



第
四
項
の
規
定
に
よ
り
提
供
し
た
記
録
」
と
あ
る
の
は
「
平
成
二
十
八
年
改
正
省
令
附
則
第
四
条
第
三
項
に
基
づ
き
発
行
し

た
加
入
者
等
期
間
証
明
書
」
と
、
第
五
十
六
条
第
一
項
第
十
四
号
中
「
第
五
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
十
二
条
の
二

第
四
項
の
規
定
に
よ
り
提
供
さ
れ
た
記
録
」
と
あ
る
の
は
「
平
成
二
十
八
年
改
正
省
令
附
則
第
四
条
第
三
項
に
基
づ
き
発
行

さ
れ
た
加
入
者
等
期
間
証
明
書
」
と
す
る
。

５

第
一
項
の
場
合
に
お
け
る
個
人
型
年
金
の
給
付
に
つ
い
て
の
前
各
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
第
一
項
中
「
企
業
型

年
金
加
入
者
」
と
あ
る
の
は
「
個
人
型
年
金
加
入
者
」
と
、
「
企
業
型
記
録
関
連
運
営
管
理
機
関
等
が
」
と
あ
る
の
は
「
個

人
型
記
録
関
連
運
営
管
理
機
関
が
」
と
、
「
企
業
型
記
録
関
連
運
営
管
理
機
関
等
以
外
」
と
あ
る
の
は
「
個
人
型
記
録
関
連

運
営
管
理
機
関
以
外
」
と
、
「
企
業
型
記
録
関
連
運
営
管
理
機
関
等
に
」
と
あ
る
の
は
「
個
人
型
記
録
関
連
運
営
管
理
機
関

に
」
と
、
第
三
項
中
「
企
業
型
年
金
加
入
者
」
と
あ
る
の
は
「
個
人
型
年
金
加
入
者
」
と
、
前
項
中
「
附
則
第
四
条
第
三
項

」
と
あ
る
の
は
「
附
則
第
四
条
第
五
項
に
お
い
て
読
み
替
え
ら
れ
た
同
条
第
三
項
」
と
す
る
。

（
個
人
型
年
金
加
入
者
の
申
出
に
係
る
経
過
措
置
）

第
五
条

確
定
拠
出
年
金
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
確
定
拠
出
年
金
法
第
六
十
二
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
個
人
型
年
金
加
入
者
と
な
ろ
う
と
す
る
同
項
各
号
に
掲
げ
る
者
は
、
施
行
日
前
に
お
い
て
も
、
改
正
後



確
定
拠
出
年
金
法
施
行
規
則
第
三
十
九
条
の
規
定
の
例
に
よ
り
、
個
人
型
年
金
加
入
者
の
申
出
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
申
出
書
は
、
施
行
日
に
お
い
て
同
条
の
規
定
に
よ
り
提
出
さ
れ
た
も
の
と
み
な
す
。

（
様
式
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
六
条

改
正
後
確
定
拠
出
年
金
法
施
行
規
則
様
式
第
八
号
は
、
施
行
日
以
後
に
終
了
す
る
事
業
年
度
に
係
る
報
告
書
に
つ
い

て
適
用
し
、
同
日
前
に
終
了
し
た
事
業
年
度
に
係
る
報
告
書
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。


